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魯
迅
と
胡
愈
之

―

魯
迅
は
な
ぜ
ソ
連
に
療
養
に
行
か
な
か
っ
た
の
か―

長
堀
祐
造

一
、
魯
迅
と
胡
愈
之

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
出
版
編
集
者
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
、
翻
訳
家
、
中
共
の
革
命
政
治
家
と
多
彩
な
顔
を
持
つ
胡
愈
之
の
生
涯

は
魯
迅
と
の
出
会
い
を
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
胡
愈
之
は
最
晩
年
の
魯
迅
と
も
接
触
を
保
ち
、
魯
迅
の
葬
儀
に
際
し

て
は
中
共
秘
密
党
員
と
し
て
工
作
に
当
た
っ
て
い
た
救
国
会
を
前
面
に
押
し
出
し
、
中
国
史
上
空
前
絶
後
の
民
衆
葬
を
演
出
し
た（

（
（

。
の

み
な
ら
ず
、
胡
愈
之
は
幾
度
か
の
重
要
局
面
で
文
学
者
、
社
会
運
動
家
と
し
て
の
魯
迅
の
活
動
に
関
与
し
て
も
い
る
。
本
稿
で
は
、
一

九
三
六
年
初
、
中
共
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
ル
ー
ト
に
よ
る
ソ
連
で
の
療
養
勧
奨
を
魯
迅
に
仲
介
す
る
こ
と
と
な
っ
た
胡
愈
之
と
魯
迅
と
の

間
の
や
り
取
り
と
、
そ
の
際
の
魯
迅
の
謝
絶
の
背
景
を
考
察
す
る
。
ま
ず
は
胡
愈
之
の
生
涯
を
魯
迅
と
の
関
係
を
軸
に
概
観
し
て
お
く
。
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胡
愈
之
（
一
八
九
六
年
九
月
九
日
～
一
九
八
六
年
一
月
十
六
日
）、
原
名
・
学
愚
、
字
・
愈
之
、
子
如
。
原
籍
は
浙
江
上
虞
県
豊
恵

鎮
。
祖
父
胡
光
甫
は
清
朝
の
京
官
御
史
、
父
胡
慶
皆
は
晩
清
の
秀
才
と
い
う
読
書
人
の
家
柄
に
生
れ
た
。
父
は
上
虞
県
維
新
派
の
領
袖

で
、
新
式
の
学
校
を
創
設
、
教
育
事
業
に
邁
進
し
た
が
、
一
九
二
四
年
、
多
額
の
債
務
を
残
し
て
死
去
、
胡
愈
之
は
そ
の
返
済
に
苦
労

す
る
こ
と
と
な
る（

（
（

。

胡
愈
之
は
地
元
の
私
塾
、
新
設
の
小
学
堂
を
経
て
、
一
九
一
一
年
紹
興
府
中
学
堂
に
進
学
す
る
。
こ
の
と
き
、
紹
興
府
中
学
堂
で
学

監
兼
博
物
学
教
員
を
し
て
い
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
魯
迅
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
胡
愈
之
は
「
我
的
中
学
生
时
代
（
私
の
中
学
生
時

代
）」
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

当
時
紹
興
府
中
学
堂
の
校
長
陳
（
？
［
字
英―

長
堀
訳
注
、
以
下
同
］）
先
生
と
学
監
の
周
豫
才
［
魯
迅
］
先
生
は
と
も
に
日

本
留
学
生
で
、
学
生
た
ち
は
み
な
二
人
が
同
盟
会
や
徐
錫
麟
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、［
清
朝
皇
帝
の
］
誕
生
日

に
は
辮
髪
の
カ
ツ
ラ
を
つ
け
、
学
生
を
引
き
連
れ
て
万
歳
碑
に
叩
頭
し
た
が
、
学
生
た
ち
は
み
な
、
二
人
は
革
命
党
で
、
や
む
を

得
ず
そ
う
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
二
人
に
は
敬
意
を
払
っ
て
い
た（

（
（

。

こ
の
こ
ろ
、
同
学
堂
で
は
清
朝
に
反
対
し
て
辮
髪
を
切
る
運
動
が
学
生
の
間
に
起
こ
る
が
、
魯
迅
は
学
生
の
身
に
弾
圧
が
及
ぶ
の
を

案
じ
、
そ
の
心
情
を
尊
重
し
つ
つ
も
自
重
を
求
め
た
こ
と
、
ま
た
教
師
と
し
て
の
魯
迅
は
「
学
校
で
は
厳
し
い
こ
と
で
有
名
で
、
学
生

は
み
な
恐
れ
て
」
お
り
、
あ
る
晩
、
胡
愈
之
が
「
数
人
の
同
級
生
と
学
監
の
い
な
い
と
き
に
、
学
監
室
の
窓
か
ら
中
に
忍
び
込
み
、
す

で
に
書
き
あ
が
っ
て
い
た
学
生
の
学
業
態
度
に
関
す
る
評
語
を
盗
み
見
た
が
、
魯
迅
先
生
の
私
に
対
す
る
評
価
は
『
勉
強
嫌
い
』
で
あ

っ
た
」
こ
と
な
ど
を
同
じ
く
「
我
的
中
学
生
时
代
」
で
回
顧
し
て
い
る（

（
（

。
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し
か
し
、
胡
愈
之
は
翌
一
九
一
二
年
の
第
二
学
年
が
始
ま
る
と
病
気
の
た
め
宿
舎
で
動
け
な
く
な
る
。
医
学
を
修
め
た
魯
迅
が
診
断

す
る
と
「
傷
寒
病
［
急
性
の
熱
病
］」
で
あ
っ
た
。
魯
迅
は
胡
愈
之
に
急
い
で
服
薬
さ
せ
た
上
、
病
気
が
軽
快
す
る
の
を
待
っ
て
帰
郷

さ
せ
た
。
こ
う
し
て
魯
迅
と
胡
愈
之
と
の
師
弟
関
係
は
一
年
ほ
ど
で
ひ
と
ま
ず
終
わ
り
を
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
胡
愈
之
は
杭
州
英
文
専
科
学
校
に
行
く
も
同
校
は
半
年
で
閉
校
と
な
り
、
再
び
帰
郷
す
る
が
、
胡
愈
之
は
こ
の
こ
ろ
、
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
語
（
中
国
語
で
は
世
界
語
）
を
学
び
、
や
が
て
そ
の
縁
で
師
匠
魯
迅
と
の
関
係
が
復
活
す
る
。
一
九
一
四
年
、
胡
愈
之
は

家
庭
の
経
済
状
況
が
厳
し
く
な
っ
た
た
め
、
学
業
を
断
念
、
上
海
に
出
て
張
元
済
が
所
長
を
務
め
て
い
た
商
務
印
書
館
編
訳
所
の
「
見

習
い
」
と
な
り
、「
刻
苦
自
学
」
し
な
が
ら
編
集
、
文
筆
業
の
道
に
第
一
歩
を
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。『
東
方
雑
誌
』
を
擁
す
る
商
務
印

書
館
に
は
、
茅
盾
さ
ら
に
は
胡
愈
之
と
同
郷
の
杜
亜
泉
な
ど
が
奉
職
し
て
い
た
。『
魯
迅
全
集
』
に
拠
れ
ば
、
茅
盾
と
魯
迅
と
の
間
で

書
信
の
や
り
取
り
が
確
認
で
き
る
の
は
一
九
二
一
年
四
月
十
一
日
が
最
初
、
初
会
見
は
一
九
二
六
年
八
月
三
十
日
で
あ
り
、
胡
愈
之
が

商
務
に
入
っ
た
時
点
で
は
茅
盾
と
魯
迅
と
の
直
接
的
関
係
は
な
い
。
一
方
、
杜
亜
泉
は
当
時
『
東
方
雑
誌
』
主
編
を
務
め
、
蔡
元
培
の

古
く
か
ら
の
友
人
で
、
北
京
時
代
の
『
魯
迅
日
記
』
一
九
一
三
年
二
月
十
六
日
の
条
に
も
「
午
後
、
杜
亜
泉
来
る
」
と
あ
り
、
魯
迅
と

は
知
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
商
務
で
の
胡
愈
之
の
処
遇
に
ど
う
影
響
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
胡
愈

之
は
ほ
ど
な
く
『
東
方
雑
誌
』
に
国
際
問
題
の
文
章
を
載
せ
始
め
、
そ
の
後
一
九
二
七
年
ま
で
中
心
的
な
編
集
者
と
し
て
活
躍
し
た（

（
（

。

こ
の
間
、
一
九
二
〇
年
、
巴
金
ら
と
上
海
世
界
語
学
会
を
再
建
、
さ
ら
に
一
九
二
一
年
正
式
に
成
立
し
た
茅
盾
、
鄭
振
鐸
、
周
作
人
ら

を
発
起
人
と
す
る
文
学
研
究
会
に
も
参
加
し
、
新
文
化
運
動
推
進
に
努
め
た
。

そ
し
て
、
胡
愈
之
と
魯
迅
と
の
連
絡
復
活
が
確
認
で
き
る
の
は
、
一
九
二
一
年
十
一
月
四
日
付
『
魯
迅
日
記
』
で
の
こ
と
。「
午
前
、

胡
愈
之
の
手
紙
を
受
け
取
る
」
と
あ
る
。『
魯
迅
日
記
』
に
胡
愈
之
の
登
場
す
る
日
付
を
確
認
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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一
九
二
一
年
十
一
月
四
、
五
、
三
十
日
。
十
二
月
三
、
十
三
、
二
六
、
二
七
日

一
九
二
三
年
四
月
二
八
、
二
九
日

一
九
二
六
年
八
月
三
十
日

一
九
二
七
年
十
月
十
八
日

一
九
三
一
年
八
月
二
八
、
三
一
日

一
九
三
三
年
一
月
十
一
日
、
三
月
二
四
日

一
九
三
五
年
八
月
二
七
日

一
九
三
六
年
一
月
二
九
日

さ
て
、
こ
の
一
九
二
一
年
十
一
月
の
胡
愈
之
・
魯
迅
間
の
通
信
は
、
同
年
五
月
、
日
本
で
メ
ー
デ
ー
集
会
に
参
加
し
、
日
本
官
憲
か

ら
危
険
人
物
と
し
て
追
放
処
分
を
受
け
た
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
が
、
十
月
、
上
海
に
や
っ
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
日
本
の
エ
ス
ペ
ラ
ン

テ
ィ
ス
ト
か
ら
連
絡
を
受
け
て
い
た
胡
愈
之
は
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
と
す
ぐ
に
接
触
し
、
そ
の
作
品
を
魯
迅
に
送
っ
て
翻
訳
を
依
頼
し
、

『
小
説
月
報
』
へ
の
訳
載
を
茅
盾
と
企
画
し
た
こ
と
が
こ
の
時
期
の
『
魯
迅
日
記
』
や
他
の
資
料（

（
（

か
ら
推
測
で
き
る
。
翌
年
、
胡
愈
之

の
紹
介
で
北
京
に
赴
い
た
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
、
魯
迅
、
周
作
人
兄
弟
や
蔡
元
培
の
後
押
し
で
北
京
大
学
世
界
語
科
講
師
と
し
て
迎
え
ら

れ
た
。
周
知
の
と
お
り
、
魯
迅
家
に
寄
寓
し
た
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
が
北
京
を
離
れ
一
時
音
信
不
通
に
な
る
と
、
魯
迅
は
小
説
「
鴨
的
喜
劇

（
あ
ひ
る
の
喜
劇
）」（『
吶
喊
』
所
収
）
に
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
を
登
場
さ
せ
記
念
と
し
た
。
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
を
介
し
た
魯
迅
と
胡
愈
之
の
通

信
は
一
九
二
三
年
ま
で
続
く
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
『
魯
迅
日
記
』
か
ら
胡
愈
之
の
名
は
見
え
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
六
年
八

月
三
十
日
、
北
洋
軍
閥
政
府
の
弾
圧
を
逃
れ
北
京
か
ら
上
海
を
経
由
し
て
厦
門
へ
向
か
う
途
次
の
魯
迅
を
、
在
上
海
の
作
家
、
編
集
者
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ら
が
招
宴
す
る
機
会
が
あ
り
、
胡
愈
之
も
こ
こ
に
列
席
し
た
こ
と
で
再
び
『
魯
迅
日
記
』
に
登
場
す
る
。
翌
年
十
月
十
八
日
の
魯
迅
と

胡
愈
之
と
の
会
見
は
商
務
印
書
館
、
開
明
書
店
の
編
集
者
が
広
州
か
ら
上
海
に
移
り
住
む
こ
と
と
な
っ
た
魯
迅
を
歓
迎
す
る
宴
で
の
こ

と
で
あ
る
。
胡
愈
之
は
こ
の
年
春
に
起
こ
っ
た
四
・
一
二
ク
ー
デ
タ
に
対
し
、
国
民
党
へ
の
抗
議
文
を
起
草
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
会

見
か
ら
ほ
ど
な
い
翌
一
九
二
八
年
一
月
、
白
色
テ
ロ
を
警
戒
し
て
渡
仏
し
た
。
一
九
三
一
年
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
帰
国
の
途
次
、
胡
愈

之
は
エ
ス
ぺ
ラ
ン
ト
語
の
知
識
を
生
か
し
て
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
、
そ
の
目
で
見
た
ソ
連
の
政
治
、
経
済
、
社
会
を
『
莫
斯
科
印
象
記

（
モ
ス
ク
ワ
印
象
記
）』
と
し
て
、
国
民
党
新
生
命
派
の
樊
仲
雲
が
主
宰
す
る
新
生
命
書
店
か
ら
出
版
す
る
と
、
魯
迅
は
こ
れ
を
高
く
評

価
し
、「
林
克
多
『
蘇
聯
聞
見
録
』
序
』（『
南
腔
北
调
集
』
所
収
）
で
「
こ
の
一
年
で
二
冊
、
警
戒
せ
ず
と
も
よ
く
、
意
外
や
読
み
通

せ
た
本
に
出
会
っ
た
。
一
冊
は
胡
愈
之
先
生
の
『
莫
斯
科
印
象
記
』、
も
う
一
冊
は
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
『
蘇
聯
聞
見
録
』
で
あ
る
」
と

書
い
た
。
一
九
三
一
年
二
月
、
上
海
に
戻
っ
た
胡
愈
之
は
古
巣
の
『
東
方
雑
誌
』
主
編
と
な
る
一
方
、
同
年
上
海
で
楼
適
夷
ら
と
中
国

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
語
連
盟
（
後
、
中
国
青
年
世
界
語
者
連
盟
に
改
称
）
を
結
成
、
同
連
盟
は
左
連
な
ど
と
と
も
に
、
中
共
傘
下
の
大

衆
組
織
と
な
っ
た
。
一
九
三
三
年
一
月
、
胡
愈
之
は
『
東
方
雑
誌
』
新
年
号
で
「
新
年
的
夢
想
（
新
年
の
夢
想
）」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
特
集
の
企
画
で
商
務
の
経
営
者
王
雲
五
と
衝
突
、
主
編
の
職
を
辞
し
た
。
魯
迅
も
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
だ
っ
た
が
、
解
答
を
寄
せ
る
こ

と
な
く
、
言
論
統
制
の
現
実
を
無
視
し
た
こ
の
特
集
の
「
非
現
実
性
」
を
批
判
し
、「
夢
を
み
る
の
は
自
由
だ
が
、
夢
を
語
る
と
な
る

と
不
自
由
だ
。
夢
を
み
る
と
は
本
当
に
夢
を
み
る
こ
と
だ
が
、
夢
を
語
る
と
な
る
と
嘘
を
つ
く
の
は
避
け
が
た
い
」（「
聴
説
夢
（
夢
の

話
を
聞
く
）」、『
南
腔
北
调
集
』
所
收
）
と
批
判
し
た
。
そ
の
後
、
胡
愈
之
は
語
学
力
を
生
か
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ヴ
ァ
ス
通
信
社
上

海
支
局
に
職
を
得
、
時
間
的
自
由
を
確
保
し
な
が
ら
出
版
活
動
や
人
権
擁
護
運
動
、
さ
ら
に
は
中
共
の
秘
密
活
動
に
従
事
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
九
三
三
年
初
に
は
、
魯
迅
の
要
請
を
受
け
中
国
人
権
保
障
同
盟
に
参
加
、
逮
捕
さ
れ
た
多
く
の
共
産
党
人
や
進
歩
派
の

人
々
の
救
援
に
尽
力
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
陳
庚
、
廖
承
志
、
ニ
ュ
ー
ラ
ン
、
陳
独
秀
、
丁
玲
ら
が
い
た
。
同
年
九
月
、
胡
愈
之
は
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中
共
に
特
別
党
員
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
周
恩
来
が
直
接
指
導
し
李
克
農
が
責
任
者
を
務
め
る
中
央
特
科
の
直
属
下
に
置
か
れ
た
特
別
党

員
で
あ
っ
た
た
め
、
上
部
と
は
単
線
で
つ
な
が
る
完
全
な
秘
密
党
員
で
あ
っ
た
。
実
は
、
胡
愈
之
は
こ
れ
以
前
か
ら
中
共
入
党
の
意
向

を
持
っ
て
お
り
、
茅
盾
の
紹
介
で
一
九
三
一
年
秋
に
は
当
時
中
共
臨
時
中
央
の
政
治
局
常
務
委
員
で
、
以
前
か
ら
『
東
方
雑
誌
』
へ
の

寄
稿
者
で
顔
見
知
り
で
も
あ
っ
た
張
聞
天
と
も
会
見
し
て
お
り
（
張
聞
天
に
は
文
学
研
究
会
の
作
家
と
い
う
経
歴
も
あ
っ
た
）、
中
国

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
語
連
盟
結
成
の
頃
に
は
実
質
的
に
中
共
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
王
明
の
極
左
路
線
に

従
う
当
時
の
中
共
は
胡
愈
之
を
第
三
党
改
組
派
と
見
な
し
て
批
判
す
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
も
あ
っ
て
、
正
式
の
入
党
は
遅
れ
た
よ
う
だ（

（
（

。

さ
て
、
中
共
中
央
特
科
直
属
の
秘
密
党
員
胡
愈
之
は
一
九
三
五
年
愛
国
人
士
、
杜
重
遠（

（
（

か
ら
張
学
良
が
中
共
と
の
連
合
を
希
望
し
て

い
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
中
共
上
層
部
に
報
告
の
た
め
、
単
線
連
絡
先
の
宣
侠
父（

（
（

を
追
っ
て
同
年
末
、
上
海
か
ら
香
港
に
向
か
っ
た
。

宣
侠
父
は
情
報
の
重
要
性
に
鑑
み
、
胡
愈
之
を
パ
リ
経
由
で
在
モ
ス
ク
ワ
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
共
代
表
団
に
直
接
報
告
に
赴
か
せ
る
こ

と
と
し
、
モ
ス
ク
ワ
に
連
絡
す
る
と
、
中
共
代
表
団
は
同
意
の
返
電
を
送
っ
て
く
る
。
同
時
に
、
魯
迅
を
病
気
療
養
の
た
め
ソ
連
に
招

請
す
る
の
で
、
胡
愈
之
が
香
港
ま
で
魯
迅
に
同
道
し
て
く
る
よ
う
に
と
指
令
し
て
き
た（

（（
（

。
そ
こ
で
、
胡
愈
之
は
、
翌
一
九
三
六
年
二
、

三
月
頃
再
び
上
海
に
戻
り
、
魯
迅
を
説
得
す
る
の
で
あ
る
。
結
局
魯
迅
は
ソ
連
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
問
題
は
次
章
で
詳

し
く
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。
訪
ソ
後
、
胡
愈
之
は
香
港
を
経
由
し
て
上
海
に
戻
り
、
中
共
の
路
線
に
従
っ
て
救
国
会
を
実
質
的
に
領
導

す
る
立
場
に
就
き
、
同
年
十
一
月
の
抗
日
七
君
子
逮
捕
事
件
で
は
そ
の
救
援
に
尽
く
し
た
。
こ
の
間
、
十
月
に
魯
迅
が
逝
去
し
た
際
、

胡
愈
之
は
葬
儀
委
員
に
名
を
連
ね
、
救
国
会
主
導
の
葬
儀
を
演
出
、
中
共
の
反
蔣
抗
日
路
線
か
ら
逼
蔣
抗
日
路
線
へ
の
転
換
を
加
速
さ

せ
た
。
西
安
事
変
の
裏
に
あ
っ
た
胡
愈
之
の
一
連
の
動
き
も
見
逃
せ
な
い
。

逝
去
後
の
魯
迅
に
関
連
す
る
胡
愈
之
の
重
要
な
功
績
は
、
日
本
占
領
下
の
上
海
で
『
魯
迅
全
集
』（
一
九
三
八
年
）
の
編
集
、
出
版

に
尽
力
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
魯
迅
研
究
史
上
、
特
筆
に
値
す
る
。
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魯
迅
と
の
関
係
は
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
そ
の
後
の
胡
愈
之
に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

一
九
三
八
年
五
月
、
国
共
合
作
下
で
軍
事
委
員
会
政
治
部
第
三
庁
第
五
処
処
長
と
し
て
武
漢
に
赴
き
、
抗
日
文
化
活
動
に
従
事
、
武

漢
陥
落
後
は
桂
林
で
活
動
を
続
け
る
。
一
九
四
〇
年
十
二
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
き
、『
南
洋
商
報
』
主
編
と
し
て
華
僑
界
で
の
宣

伝
工
作
、
組
織
化
を
担
う
。
一
九
四
二
年
日
本
軍
の
侵
攻
を
避
け
、
夫
人
沈
茲
九
、
郁
達
夫
ら
と
ス
マ
ト
ラ
に
逃
れ
流
亡
生
活
を
お
く

る（
（（
（

。
抗
日
戦
勝
利
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
戻
り
、『
南
僑
日
報
』
創
刊
、
海
外
に
お
け
る
中
共
の
宣
伝
、
統
一
戦
線
工
作
に
貢
献
し
た
。

一
九
四
八
年
八
月
香
港
を
経
て
大
連
に
入
り
、
党
ル
ー
ト
を
通
し
て
毛
沢
東
に
国
共
内
戦
の
情
勢
分
析
を
進
言
、
毛
沢
東
は
こ
れ
を
受

け
て
「
中
国
軍
事
形
勢
的
重
大
変
化
（
中
国
の
軍
事
情
勢
の
重
大
な
変
化
）」（
一
九
四
八
年
十
一
月
）
を
書
い
た（

（（
（

。
新
中
国
建
国
後
は
、

『
光
明
日
報
』
編
集
長
、
国
家
出
版
総
署
署
長
、
中
国
文
字
改
革
委
員
会
副
主
任
、
文
化
部
副
部
長
、
中
華
全
国
世
界
語
協
会
理
事
長
、

第
一
～
五
期
全
人
代
常
務
委
員
、
第
六
期
同
常
務
副
委
員
長
、
第
二
～
四
期
全
国
政
協
委
員
、
第
五
期
同
副
主
席
、
中
国
民
主
同
盟
中

央
副
主
席
、
同
主
席
代
理
、
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
魯
迅
研
究
学
会
顧
問
、
魯
迅
生
誕
百
周
年
記
念
委
副
主
任
委
員
も
務
め
た
。

文
革
中
は
失
脚
は
免
れ
た
も
の
の
民
主
の
蹂
躙
を
嘆
き
、
被
迫
害
者
の
救
済
に
奔
走
し
毛
沢
東
と
の
会
見
を
求
め
た
が
実
現
し
な
か

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
北
京
で
の
念
願
の
世
界
語
協
会
第
七
一
回
国
際
大
会
開
催
を
半
年
後
に
控
え
た
一
九
八
六
年
一
月
、
胡
愈
之
は

九
十
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
を
上
海
に
迎
え
る
一
九
二
〇
年
代
初
か
ら
晩
年
に
到
る
ま
で
続
い
た
日
本
人
エ
ス
ペ
ラ
ン

テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
の
交
流
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（（
（

。

二
、
胡
愈
之
、
魯
迅
に
ソ
連
で
の
療
養
を
説
得

一
九
三
六
年
初
、
ソ
連
で
の
療
養
を
招
請
す
る
と
い
う
在
モ
ス
ク
ワ
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
共
代
表
団
の
指
令
を
胡
愈
之
が
魯
迅
に
伝
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え
る
役
回
り
と
な
っ
た
の
は
、
従
前
か
ら
の
魯
迅
と
の
特
別
な
関
係
に
加
え
、
一
九
三
三
年
に
胡
が
中
共
の
秘
密
党
員
に
な
っ
て
い
た

か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

胡
愈
之
と
最
晩
年
の
魯
迅
と
の
関
係
は
、
政
治
的
に
は
中
国
民
権
保
障
同
盟
の
運
動
を
軸
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
・
一
二

ク
ー
デ
タ
後
、
国
民
党
の
共
産
党
に
対
す
る
苛
烈
な
弾
圧
が
続
き
、
一
九
三
一
年
に
は
「
危
害
民
国
緊
急
治
罪
法
」
が
公
布
さ
れ
、
翌

一
九
三
二
年
に
は
特
務
機
関
「
藍
衣
社
」
が
成
立
、
日
本
の
中
国
侵
略
と
い
う
情
勢
の
中
で
も
共
産
党
及
び
そ
の
周
辺
の
人
々
へ
の
国

民
党
の
弾
圧
は
猖
獗
を
極
め
た
。
そ
う
し
た
国
民
党
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
政
治
犯
の
救
援
、
人
権
保
障
要
求
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

の
が
民
権
保
障
同
盟
で
あ
る
。
陳
漱
渝
に
よ
れ
ば
、
民
権
保
障
同
盟
は
一
九
三
二
年
の
夏
か
ら
秋
ご
ろ
の
時
期
に
準
備
さ
れ
、
同
年
末

に
正
式
に
発
起
、
一
九
三
三
年
一
月
に
上
海
、
北
平
分
会
が
成
立
、
魯
迅
は
そ
の
会
員
章
か
ら
一
月
十
一
日
に
正
式
に
入
会
、
十
七
日

に
上
海
分
会
の
執
行
委
員
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。
会
長
（
あ
る
い
は
主
席
、
呼
称
は
一
定
し
な
い
）
は
宋
慶
齢
、
副

会
長
は
蔡
元
培
、
総
幹
事
は
楊
杏
佛
（
楊
銓
）
で
あ
っ
た
。
宋
慶
齢
の
回
憶
に
よ
れ
ば
魯
迅
は
宋
の
要
請
に
よ
っ
て
こ
の
同
盟
に
参
加

し
た
よ
う
で
あ
る
。
魯
迅
は
会
議
に
も
度
々
出
席
し
、
熱
心
に
同
盟
の
活
動
に
関
与
し
て
い
た（

（（
（

。

胡
愈
之
は
こ
の
同
盟
に
参
加
し
た
の
は
魯
迅
の
要
請
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。

私
は
魯
迅
の
招
請
で
民
権
保
障
同
盟
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
九
三
三
年
初
の
こ
と
で
、
魯
迅
は
周
建
人
に
、
私
と
鄒
韜

奮
に
一
緒
に
中
央
研
究
院
分
院
に
会
議
に
来
る
よ
う
こ
と
づ
け
た
の
で
す（

（（
（

。

胡
愈
之
は
ま
た
民
権
保
障
同
盟
と
、
そ
の
創
設
以
前
の
一
九
二
六
年
に
成
立
し
活
動
し
て
い
た
中
国
済
難
会
（
後
に
中
国
革
命
互
済

会
と
改
称
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
一
九
七
八
年
に
陳
漱
渝
の
書
信
で
の
質
問
に
、
馮
雪
峰
か
ら
の
伝
聞
を
根
拠
に
こ
う
答
え
て
い
た
。
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民
権
保
障
同
盟
は
間
違
い
な
く
党
外
の
フ
ロ
ン
ト
組
織
で
し
た
。
私
が
当
時
知
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
が
組
織
し
た
国
際
的
大
衆
組
織
で
、
中
国
語
訳
で
済
難
会
と
い
う
の
は
、
各
国
の
政
治
犯
を
救
援
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。
大
衆
的
基
礎
は
各
国
の
労
働
者
で
し
た
。
上
海
に
早
く
か
ら
あ
っ
た
済
難
会
組
織
は
完
全
な
秘
密
組
織
で
し
た
。
民
権
保

障
同
盟
は
済
難
会
の
一
支
部
で
あ
り
、
公
然
の
合
法
的
上
部
組
織
で
、
英
米
仏
な
ど
の
ラ
ッ
セ
ル
、
バ
ル
ビ
ュ
ス
、
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
ら
著
名
な
知
識
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
類
似
の
組
織
と
関
係
が
あ
り
ま
し
た（

（（
（

。

馮
雪
峰
も
済
難
会
に
つ
い
て
こ
う
証
言
し
て
い
る
。

赤
色
済
難
会
は
本
部
が
パ
リ
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
十
月
革
命
後
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
発
議
で
で
き
た
も
の
で
す
。

中
国
の
済
難
会
（
互
済
会
と
も
い
う
）
は
国
際
本
部
の
支
部
で
、
党
が
指
導
、
支
持
し
、
最
も
広
範
な
全
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
と

連
携
し
て
い
ま
し
た
が
、
白
色
テ
ロ
の
た
め
、
そ
の
組
織
と
活
動
は
す
べ
て
秘
密
と
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
（
国
際
支
部
の
本
部
）

は
上
海
に
置
か
れ
、［
中
国
］
各
地
区
に
さ
ら
に
支
部
が
あ
り
ま
し
た
。
魯
迅
が
一
九
二
七
年
に
上
海
に
来
る
と
、
上
海
済
難
会

は
魯
迅
と
連
絡
す
る
た
め
に
人
を
派
遣
し
ま
し
た
が
、
魯
迅
は
何
度
か
、
少
な
か
ら
ぬ
金
額
を
カ
ン
パ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す（

（（
（

。

一
九
二
六
年
に
成
立
し
、
活
動
し
て
い
た
中
国
済
難
会
（
の
ち
、
中
国
革
命
互
済
会
）
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
導
下
の
国
際
的
組
織
で

あ
る
赤
色
救
援
会
（
日
本
で
の
通
称
は
国
際
革
命
運
動
犠
牲
者
救
援
会
を
意
味
す
る
ロ
シ
ア
語
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
＝
モ
ッ

プ
ル
、
英
語
で
は
Ｉ
Ｒ
Ａ
＝International Red A

（
（（
（id

、
中
国
語
で
は
国
際
紅
色
救
済
会（

（（
（

）
の
一
支
部
で
あ
り
、
国
民
党
の
弾
圧
下
に
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お
い
て
活
動
が
困
難
と
な
り
、
よ
り
政
治
色
の
薄
い
救
援
組
織
が
必
要
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
民
権
保
障
同
盟
成
立

後
は
胡
愈
之
の
言
う
よ
う
な
公
然
・
非
公
然
二
重
の
関
係
が
済
難
会
と
の
間
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
民
権
保
障
同
盟
は
一
九
三
三
年
六
月
、
総
幹
事
の
楊
杏
佛
が
暗
殺
さ
れ
、
魯
迅
、
蔡
元
培
、
宋
慶
齢
ら
に
も
危
険

が
迫
る
中
、
活
動
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
済
難
会
も
こ
の
後
、
国
民
党
に
よ
っ
て
壊
滅
に
追
い
込
ま
れ
た（

（（
（

。

こ
う
し
た
命
が
け
の
活
動
の
中
で
、
魯
迅
と
胡
愈
之
は
政
治
的
立
場
や
思
想
面
で
の
相
互
理
解
を
そ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
て
い
っ
た

で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
民
権
保
障
同
盟
が
活
動
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
直
後
の
一
九
三
三
年
九
月
、
胡
愈
之
は
中
共
の
秘
密
党
員
に
な
る
。
一

で
触
れ
た
よ
う
に
、
中
共
中
央
特
科
直
属
の
特
別
党
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
胡
愈
之
は
情
報
工
作
を
主
要
任
務
と
し
、
共
産
党
員
と
し

て
は
決
し
て
表
に
出
な
い
も
の
と
さ
れ
、
党
内
で
も
党
中
央
、
中
央
特
科
以
外
は
胡
愈
之
が
党
員
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た（

（（
（

。
し

か
し
、
陳
漱
渝
は
胡
愈
之
の
口
か
ら
直
接
聞
い
た
と
こ
ろ
を
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

胡
愈
之
は
一
九
三
三
年
に
秘
密
裏
に
［
中
共
に
］
入
党
し
た
。
魯
迅
は
胡
愈
之
と
党
の
関
係
を
知
っ
て
い
た
。
お
互
い
の
安
全

の
た
め
に
胡
愈
之
は
魯
迅
の
家
に
は
終
始
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
用
事
が
あ
る
と
、
宋
慶
齢
の
家
に
行
っ
て
話
す
か
、
周
建

人
を
通
じ
て
こ
と
づ
け
し
た（

（（
（

。

魯
迅
は
胡
愈
之
の
中
共
党
員
と
し
て
の
事
情
を
知
る
例
外
的
な
人
物
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
魯
迅
と
胡
愈
之
と
の
師

弟
関
係
と
い
う
特
別
な
背
景
と
胡
愈
之
が
中
共
党
員
と
し
て
主
要
任
務
と
し
た
情
報
、
統
一
戦
線
工
作
の
都
合
上
、
中
共
中
央
や
中
央

特
科
が
魯
迅
へ
の
事
情
説
明
を
胡
愈
之
に
認
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。



151

魯迅と胡愈之

こ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
て
、
一
九
三
六
年
初
、
胡
愈
之
は
魯
迅
に
ソ
連
行
き
を
説
得
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
一
九
三
五
年
夏
ご

ろ
に
は
胡
愈
之
の
関
わ
る
生
活
書
店
と
、
同
書
店
が
刊
行
し
魯
迅
が
編
集
者
を
務
め
る
雑
誌
『
訳
文
』
と
の
間
に
衝
突
が
起
こ
っ
て
い

た
。
一
九
三
五
年
九
月
二
四
日
付
魯
迅
の
黄
源
宛
書
信
な
ど
か
ら
、
胡
愈
之
は
魯
迅
と
生
活
書
店
の
鄒
韜
奮
と
の
間
に
立
っ
て
中
々
難

し
い
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
そ
の
対
応
か
ら
胡
愈
之
が
統
一
戦
線
工
作
に
お
け
る
同
志
鄒
韜
奮
の
役
割
を
重
視
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
お
そ
ら
く
、
魯
迅
は
そ
の
辺
の
事
情
も
す
べ
て
知
っ
た
上
で
「
教
え
子
」
胡
愈
之
と
付
き
合
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
（
因
み
に
一
九
三
六
年
魯
迅
逝
去
直
前
に
上
巻
が
出
た
魯
迅
編
に
な
る
瞿
秋
白
の
翻
訳
遺
稿
集
『
海
上
述
林
』
刊
行
に
も
胡
愈
之

は
協
力
し
て
い
る（

（（
（

）。

一
九
三
三
年
十
一
月
、
胡
愈
之
が
関
わ
る
生
活
書
店
の
雑
誌
『
生
活
』
週
刊
が
反
蔣
抗
日
を
訴
え
て
国
民
党
か
ら
発
禁
処
分
を
受
け

る
と
、
胡
愈
之
ら
は
後
継
誌
と
し
て
民
族
資
本
家
杜
重
遠
を
出
版
責
任
者
と
す
る
『
新
生
』
週
刊
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
『
新

生
』
が
一
九
三
五
年
五
月
、
天
皇
を
侮
辱
し
た
と
し
て
日
本
か
ら
抗
議
を
受
け
、
国
民
党
は
出
版
責
任
者
杜
重
遠
を
逮
捕
、
懲
役
刑
に

処
す
と
い
う
所
謂
「
新
生
事
件
」
が
起
こ
る
。
東
北
軍
と
関
係
の
深
か
っ
た
杜
重
遠
の
情
況
に
張
学
良
ら
は
関
心
を
示
し
、
そ
の
関
係

者
が
上
海
の
杜
の
服
役
先
に
面
会
に
訪
れ
る
が
、
そ
こ
で
張
学
良
が
中
共
と
の
連
合
を
希
望
し
て
い
る
と
聞
き
つ
け
た
胡
愈
之
は
、
中

共
上
層
部
に
こ
の
情
報
を
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
上
海
の
共
産
党
組
織
は
壊
滅
し
て
お
り
、
党
中
央
と
の
連
絡
は
途
絶
え
て
い
た
。

胡
愈
之
の
単
線
連
絡
先
で
あ
る
宣
侠
父
は
こ
の
時
、
香
港
に
移
っ
て
華
南
工
委
書
記
を
務
め
て
お
り
、
有
事
に
関
す
る
予
て
か
ら
の
指

示
通
り
胡
愈
之
は
上
海
を
出
て
同
年
十
二
月
十
日
前
後
に
香
港
に
到
着
、
宣
侠
父
に
直
接
情
報
を
伝
え
た
。
当
時
在
モ
ス
ク
ワ
の
駐
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
中
共
代
表
団
と
の
連
絡
は
、
パ
リ
で
中
共
（
つ
ま
り
王
明
ら
）
が
出
し
て
い
た
『
救
国
時
報
』
編
集
部
を
経
由
す
る
ほ
か

な
く
、
宣
侠
父
は
こ
の
情
報
の
重
要
性
に
鑑
み
、
胡
愈
之
を
パ
リ
経
由
で
モ
ス
ク
ワ
の
中
共
代
表
団
に
直
接
報
告
に
赴
か
せ
る
こ
と
を

決
め
た
。
す
る
と
中
共
代
表
団
は
胡
愈
之
の
派
遣
に
同
意
の
返
電
を
送
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
魯
迅
を
病
気
療
養
の
た
め
ソ
連
に
招
請
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す
る
と
言
っ
て
き
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

『
魯
迅
研
究
資
料　

1
』
所
載
胡
愈
之
・
馮
雪
峰
談
「
談
有
関
魯
迅
的
一
些
事
情
（
魯
迅
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
事
柄
に
つ
い
て
）」

の
「
三
、
一
九
三
六
年
二
、
三
月
魯
迅
没
有
接
受
去
蘇
聯
休
養
的
情
況
（
一
九
三
六
年
二
、
三
月
魯
迅
が
ソ
連
に
療
養
に
行
く
の
を
こ

と
わ
っ
た
情
況
）」
に
拠
れ
ば
、
モ
ス
ク
ワ
の
中
共
代
表
団
は
胡
愈
之
に
、
魯
迅
に
付
き
添
っ
て
香
港
ま
で
連
れ
て
く
る
よ
う
に
指
示

し
、
香
港
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
は
党
が
責
任
を
持
つ
と
し
た
。
そ
こ
で
胡
愈
之
は
翌
一
九
三
六
年
陰
暦
の
正
月
初
め
、
再
び
上
海
に
戻

り
魯
迅
を
訪
ね
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
年
の
春
節
は
新
暦
の
一
九
三
六
年
一
月
二
四
日
に
当
た
る
（『
新
編
万
年
暦
』、
科
学
普
及

出
版
社
、
一
九
八
八
年
に
拠
る
）。『
魯
迅
日
記
』
同
月
二
九
日
の
条
に
は
確
か
に
「
明
甫
［
茅
盾
］
来
る
、［
昼
］
食
後
と
も
に
越
之

［
愈
之
］
を
訪
ね
る
」
と
あ
る
。
そ
し
て
胡
愈
之
は
こ
の
時
の
会
見
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

私
は
上
海
に
行
き
、
北
四
川
路
の
と
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
魯
迅
を
招
い
て
会
い
、
ソ
連
か
ら
の
招
請
を
告
げ
る
と
と
も
に
モ
ス

ク
ワ
へ
の
交
通
事
情
も
話
し
た
。
魯
迅
は
言
っ
た
。「
ソ
連
の
友
人
た
ち
の
好
意
に
は
大
変
感
謝
し
ま
す
が
、
私
は
行
き
ま
せ
ん

よ
。
ソ
連
の
友
人
た
ち
は
た
だ
単
に
、
私
に
は
療
養
が
必
要
だ
し
、
国
民
党
が
私
を
狙
っ
て
い
て
危
険
な
境
遇
だ
か
ら
ソ
連
に
来

れ
ば
安
全
だ
、
と
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
の
考
え
は
違
い
ま
す
。
私
は
五
十
歳
を
過
ぎ
て

お
り
、
人
は
ど
う
し
た
っ
て
か
な
ら
ず
死
ぬ
も
の
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
死
ん
だ
と
し
て
も
も
う
短
命
と
い
う
年
で
は
な
し
、

病
気
も
そ
う
深
刻
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
上
海
に
住
み
慣
れ
て
い
て
離
れ
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
に
、
私
は
こ
こ
で
ま
だ
闘
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
任
務
も
あ
り
ま
す
。
ソ
連
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
任
務
を
全
う
で
き
ま
せ
ん
。
敵
は
私
を
や
っ
つ

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
が
見
る
に
、
こ
の
戦
い
は
私
が
勝
利
し
、
敵
は
敗
れ
た
の
で
す
。
私
を
捕
ま
え
て
殺
す
以
外
に
、

敵
に
は
ほ
か
の
や
り
方
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
思
う
に
そ
れ
は
無
理
で
す
。
私
は
年
で
す
か
ら
、
私
を
殺
し
た
と
こ
ろ
で
、
私
に
は
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何
の
損
害
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
敵
の
損
失
は
小
さ
く
な
い
し
、
負
う
べ
き
責
任
も
大
き
い
。
敵
が
一
日
私
を
殺
さ
な
い
で
お
け
ば
、

私
は
一
日
筆
で
闘
え
る
。
私
の
方
は
敵
を
怖
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
敵
は
私
を
恐
れ
て
い
る
。
私
が
上
海
を
去
っ
て
モ
ス
ク
ワ

に
行
け
ば
、
敵
を
喜
ば
せ
る
だ
け
で
す
。
ど
う
か
ソ
連
の
友
人
た
ち
に
、
好
意
に
は
感
謝
す
る
が
、
私
は
や
は
り
行
か
な
い
、
と

伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
。
少
し
し
て
、
魯
迅
は
こ
う
も
言
い
ま
し
た
。「
国
民
党
も
帝
国
主
義
も
、
恐
る
る
に
足
ら
ず
で
す
が
、

一
番
憎
ら
し
い
の
は
、
わ
が
陣
営
内
の
害
虫
た
ち
で
す
」
と
。
魯
迅
は
誰
と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
党
内
に
現
れ
た
叛

徒
や
日
和
見
主
義
者
た
ち
が
陰
で
魯
迅
を
攻
撃
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
し
た
。

私
が
魯
迅
と
話
し
た
の
は
こ
の
一
度
だ
け
で
す
。
私
は
魯
迅
が
ソ
連
に
は
断
じ
て
行
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
以
上
魯
迅
を
訪
れ
て
話
す
こ
と
は
せ
ず
、
香
港
に
戻
り
ま
し
た
。

魯
迅
を
ソ
連
に
招
請
す
る
話
は
こ
れ
以
前
に
も
ま
た
こ
れ
以
後
に
も
あ
っ
た
の
だ
が（

（（
（

、
結
局
魯
迅
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
連
、
王
明
の

い
る
モ
ス
ク
ワ
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
魯
迅
が
言
う
「
わ
が
陣
営
内
の
害
虫
（
自
己
営
塁
裏
的
蛀
虫
）」
と
は
「
当
時
党
内
に
現
れ
た
叛
徒
や
日
和
見

主
義
者
た
ち
が
陰
で
魯
迅
を
攻
撃
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
」
だ
っ
た
と
胡
愈
之
は
説
明
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ

の
言
葉
か
ら
瞿
秋
白
夫
人
楊
之
華
が
馮
雪
峰
に
語
っ
た
と
い
う
魯
迅
の
言
葉
を
思
い
起
こ
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
九
三
四
～
一
九
三
五
年
の
間
、
楊
之
華
は
魯
迅
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
文
書
に
署
名
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

魯
迅
は
初
め
署
名
に
応
じ
よ
う
と
は
せ
ず
、
ひ
ど
く
怒
っ
て
周
揚
ら
の
こ
と
を
持
ち
出
し
て
、「
こ
う
い
う
党
員
た
ち
を
君
た
ち

は
ど
う
し
て
追
い
出
さ
な
い
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
言
っ
た（

（（
（

。
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三
、
な
ぜ
魯
迅
は
ソ
連
に
行
か
な
か
っ
た
の
か
？

一
九
三
六
年
、
中
共
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
ル
ー
ト
の
ソ
連
へ
の
療
養
招
請
を
魯
迅
が
謝
絶
し
た
理
由
を
胡
愈
之
は
魯
迅
の
言
葉
「
私
は

五
十
歳
を
過
ぎ
て
お
り
、
人
は
ど
う
し
た
っ
て
か
な
ら
ず
死
ぬ
も
の
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
死
ん
だ
と
し
て
も
も
う
短
命
と
い
う
年

で
は
な
し
、
病
気
も
そ
う
深
刻
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
上
海
に
住
み
慣
れ
て
い
て
離
れ
る
の
は
難
し
い
。
…
…
私
の
方
は
敵
を
怖
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
敵
は
私
を
恐
れ
て
い
る
。
私
が
上
海
を
去
っ
て
モ
ス
ク
ワ
に
行
け
ば
、
敵
を
喜
ば
せ
る
だ
け
で
す
」
を
引
用
し

て
説
明
し
た
が
、
胡
愈
之
の
友
人
、
金
城
は
『
胡
愈
之
印
象
記
』（
中
国
友
誼
出
版
公
司
、
一
九
八
九
年
）
所
収
の
「
党
的
堅
強
戦
士

（
党
の
ゆ
る
ぎ
な
い
戦
士
」」
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
魯
迅
は
新
聞
で
ス
タ
ー
リ
ン
が
粛
清
を
拡
大
化
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
時
期
に
魯
迅
が
ソ
連

に
行
く
の
は
不
都
合
［
原
文
：
不
合
適
］
だ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

金
城
は
実
は
胡
愈
之
が
一
九
三
五
年
末
、
単
線
連
絡
先
で
あ
る
宣
侠
父
を
香
港
に
訪
ね
た
当
時
、
宣
侠
父
の
も
と
で
、
胡
愈
之
を
接

遇
し
た
人
物
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
と
き
の
ソ
連
へ
の
魯
迅
招
請
の
経
緯
を
よ
く
知
る
当
事
者
の
一
人
と
言
え
る
。
こ
の
香
港
で
の
出
会
い
か

ら
始
ま
る
胡
愈
之
、
金
城
二
人
の
交
流
は
新
中
国
成
立
後
も
中
共
中
央
統
一
戦
線
部
と
中
国
民
主
同
盟
の
仕
事
を
通
じ
て
続
い
て
い
っ

た
と
い
う
。
金
城
は
新
中
国
で
中
共
中
央
統
一
戦
線
工
作
部
副
部
長
、
文
革
後
は
全
国
政
協
常
務
委
員
、
中
共
中
央
統
一
戦
線
工
作
部

顧
問
等
を
歴
任
し
て
い
る
。
そ
の
著
『
延
安
交
際
処
回
憶
録
』（
中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
の
「
後
記
」
を
見
る
と
、
金
城
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は
香
港
か
ら
延
安
に
赴
き
、
一
九
三
七
年
末
か
ら
一
九
四
七
年
春
ま
で
延
安
の
「
交
際
処
」
で
統
一
戦
線
工
作
に
当
た
っ
て
お
り
、
毛

沢
東
と
も
接
触
の
機
会
が
あ
っ
た
。

さ
て
こ
の
金
城
の
一
文
に
つ
い
て
、
筆
者
は
一
九
九
〇
年
に
以
下
の
よ
う
に
書
い
た
こ
と
が
あ
る（

（（
（

。

「
不
合
適
」
と
い
う
の
は
金
城
の
判
断
の
み
な
ら
ず
魯
迅
の
当
時
の
認
識
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
魯
迅
が
何
故
ス
タ
ー
リ
ン

粛
清
期
に
ソ
連
に
行
く
の
を
「
不
合
適
」
と
思
っ
た
の
か
は
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
中
々
に
、
意
味
深
長
で
あ
る
。
単
に
粛
清
の

騒
動
の
渦
中
に
行
く
の
は
病
気
に
も
よ
く
な
い
（
不
合
適
）
し
、
ま
た
落
ち
つ
か
な
い
（
不
合
適
）
と
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
し

か
し
ま
た
、
も
う
少
し
政
治
的
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
。
魯
迅
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
好
意
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
な
の
に
ソ
連
に
行
け
ば
全
面
的
ソ
連
礼
賛
者
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
、
ソ
連
及
び
ス
タ
ー
リ
ン
に
対
す
る
批

判
の
自
由
を
失
う
、
そ
の
こ
と
を
「
不
合
適
」
と
考
え
た
の
だ
と
。
魯
迅
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
つ
い
て
の
言
及
は
『
魯
迅
全
集
』
中
、

馮
雪
峰
執
筆
の
「
答
托
洛
斯
基
派
的
信
［
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
］」
以
外
に
は
た
だ
一
箇
所
『
訳
文
序
跋
集
』
所
収
の

「『
一
天
的
工
作
』
後
記
」
に
於
い
て
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
ん
な
具
合
だ
。

［
マ
ラ
ー
シ
キ
ン
著
『
右
側
の
月
』
所
収
の
短
編
小
説
「
労
働
者
」
で
は（

（（
（

］
レ
ー
ニ
ン
を
描
写
し
た
数
カ
所
は
、
達
人
の
ス
ケ

ッ
チ
画
の
よ
う
で
、
す
こ
ぶ
る
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
ま
り
ロ
シ
ア
語
が
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
男
が
出
て
く
る
が
、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
で
あ
ろ
う
。　
〈
と
い
う
の
は
彼
はGeorgia

、
つ
ま
り
『
鉄
の
流
れ
』
の
言
う
グ
ル
ジ
ア
生
ま

れ
だ
か
ら
で
あ
る
。〉
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レ
ー
ニ
ン
や
ト
ロ
ツ
キ
ー
に
対
す
る
書
き
方
、
言
及
の
頻
度
等
と
比
較
し
て
も
魯
迅
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
対
す
る
冷
淡
さ
は
可
成
明

瞭
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
見
方
と
し
て
、「
国
防
文
学
論
戦
」
と
も
絡
ん
で
魯
迅
は
周
揚
ら
か
ら
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
呼
ば
わ
り
さ
れ
る

よ
う
な
情
況
が
こ
の
前
後
に
現
出
す
る
が
、
そ
の
魯
迅
が
ソ
連
に
行
っ
た
場
合
、
自
ら
も
粛
清
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
〇
年
代
後
期
の
革
命
文
学
論
戦
で
魯
迅
が
盛
ん
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
文
学
論
を
援
用
し
た
こ

と
を
周
揚
ら
同
時
代
の
文
学
者
は
よ
く
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
魯
迅
が
今
度
は
左
連
の
解
散
に
反
対
し
、
政
治
的
組
織

論
的
に
「
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
的
」
敵
対
を
露
わ
に
し
て
き
た
と
周
揚
ら
が
考
え
た
と
し
て
も
一
面
無
理
か
ら
ぬ
情
況
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
魯
迅
も
そ
う
し
た
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
一
九
三
五
年
の
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
、
カ
ー
メ
ネ
フ
の
逮

捕
［
実
際
に
は
逮
捕
は
一
九
三
四
年
末（

（（
（

。
一
九
三
六
年
八
月
処
刑
］
に
象
徴
的
な
血
の
粛
清
の
拡
大
化
が
、
訪
ソ
す
れ
ば
自
ら
に

も
及
び
か
ね
な
い
と
、
彼
は
危
惧
を
抱
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（［　

］
内
は
今
回
引
用
す
る
に
当
た
っ
て
の
長
堀
補
注
、〈　

〉
は
同
じ
く
魯
迅
テ
ク
ス
ト
の
補
充
。
一
部
表
記
を
変
え
た
部
分

も
あ
る
）

こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
が
金
城
の
著
か
ら
十
数
年
を
経
た
二
〇
〇
二
年
に
発
表
さ
れ
た
。
厳
家
炎
著
「
東
西
方
現
代
化
的
不
同
模
式
和

魯
迅
思
想
的
超
越
（
現
代
化
モ
デ
ル
に
お
け
る
東
西
の
差
異
と
魯
迅
思
想
の
超
越
）」」（『
東
方
文
化
』
二
〇
〇
二
年
第
二
期
）
で
あ
る（

（（
（

。

厳
家
炎
に
よ
れ
ば
、
胡
愈
之
の
上
記
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
一
九
三
六
年
二
、
三
月
魯
迅
没
有
接
受
去
蘇
聯
休
養
的
情
況
」
は
、『
魯
迅
研

究
資
料　

1
』
に
収
録
さ
れ
る
に
際
し
、
実
は
一
部
削
除
さ
れ
て
お
り
、
削
除
部
分
に
は
以
下
の
よ
う
な
、
魯
迅
の
肉
声
を
伝
え
る
胡

愈
之
の
言
葉
と
、
こ
れ
に
対
す
る
胡
愈
之
自
身
の
解
釈
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。



157

魯迅と胡愈之

そ
れ
か
ら
魯
迅
は
ま
た
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
ソ
連
の
国
内
情
況
が
ど
の
よ
う
な
の
か
も
、
私
は
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
。
や
は

り
、
自
陣
内
部
で
問
題
が
起
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
。
魯
迅
が
言
う
の
は
、
当
時
ス
タ
ー
リ
ン
が
粛
清
を
拡
大
さ

せ
て
い
て
、
西
側
の
新
聞
・
雑
誌
が
こ
れ
を
大
々
的
に
宣
伝
し
て
い
た
た
め
、
魯
迅
は
ち
ょ
っ
と
心
配
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
も

魯
迅
が
ソ
連
に
行
こ
う
と
し
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
で
す（

（（
（

。

実
際
、
日
本
の
新
聞
、
雑
誌
の
み
な
ら
ず
、
中
国
で
も
『
東
方
雑
誌
』
や
『
申
報
』
は
一
九
三
四
年
十
二
月
の
キ―

ロ
フ
暗
殺
に
端
を

発
し
た
ソ
連
で
進
行
中
の
大
粛
清
を
逐
次
報
道
し
て
い
た
上
、『
申
報
』
掲
載
の
一
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
大
粛
清
報
道
の
中
に
は

胡
愈
之
自
身
が
編
訳
し
た
で
あ
ろ
う
ア
ヴ
ァ
ス
通
信
配
信
の
記
事
も
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
胡
愈
之
自
身
も
ソ
連
の
情
況
は
熟
知
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
魯
迅
の
謝
絶
に
対
し
て
「
私
は
魯
迅
が
ソ
連
に
は
断
じ
て
行
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
上
魯
迅

を
訪
れ
て
話
す
こ
と
は
せ
ず
、
香
港
に
戻
り
ま
し
た
」
と
あ
っ
さ
り
引
き
下
が
っ
た
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
胡
愈
之
自
身
が
魯
迅
に

積
極
的
に
同
調
し
た
、
も
し
く
は
行
か
な
い
よ
う
勧
告
し
た
と
い
う
推
測
す
ら
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
魯
迅
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
み
な
ら
ず
、
モ
ス
ク
ワ
の
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
共
代
表
団
＝
王
明
を
忌
避
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、

そ
の
こ
と
も
ソ
連
行
き
を
拒
絶
し
た
理
由
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
王
明
は
ス
タ
ー
リ
ン
直
系
の
手
下
で
あ
り
、
魯
迅
と
交
友
を

結
ぶ
以
前
の
瞿
秋
白
を
党
中
央
か
ら
排
除
し
た
ば
か
り
か
、
魯
迅
の
愛
弟
子
と
も
言
え
る
柔
石
ら
が
、
中
共
の
党
内
闘
争
の
最
中
に
国
民

党
に
逮
捕
処
刑
さ
れ
た
際
、
こ
れ
が
柔
石
ら
と
対
立
す
る
王
明
ら
の
密
告
に
起
因
す
る
と
い
う
噂
が
そ
の
直
後
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

李
海
文
著
「
東
方
旅
社
事
件
」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
一
九
九
七
年
第
三
期
）
に
拠
れ
ば
、
一
九
三
一
年
一
月
柔
石
ら
が
出
席
を
予
定

し
て
い
た
王
明
ら
の
党
中
央
に
反
対
す
る
会
議
に
つ
い
て
、
上
海
国
民
党
市
支
部
、
上
海
共
同
租
界
工
部
局
へ
、
中
共
の
重
要
会
議
が
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開
催
さ
れ
る
旨
の
匿
名
の
密
告
が
あ
り
、
工
部
局
内
に
潜
伏
し
て
い
た
中
共
特
科
部
員
（
諜
報
員
）
が
こ
の
密
告
の
事
実
を
中
共
組
織

に
通
報
し
た
が
、
王
明
ら
は
党
内
反
対
派
に
対
す
る
国
民
党
の
弾
圧
を
座
視
、
黙
認
し
た
と
い
う
。
密
告
者
が
誰
な
の
か
明
確
な
証
拠

は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
王
明
周
辺
と
い
う
噂
は
絶
え
ず
、
状
況
証
拠
は
限
り
な
く
黒
に
近
い
。
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
王
凡
西
も
当
時
か
ら

こ
の
密
告
が
王
明
た
ち
に
よ
る
も
の
と
の
噂
が
あ
り
「
こ
の
種
の
卑
劣
な
行
為
は
ス
タ
ー
リ
ン―

陳
紹
禹
［
王
明
］
の
精
神
に
符
合
す

る
が
、
結
局
確
実
な
証
拠
は
な
く
、
断
定
は
難
し
い
。
た
だ
こ
れ
が
党
内
の
熾
烈
で
残
酷
な
闘
争
が
惹
起
し
た
悲
惨
な
出
来
事
で
あ
っ

た
こ
と
は
否
定
し
が
た
い（

（（
（

」
と
書
い
て
い
る
。
当
然
、
柔
石
ら
の
逮
捕
時
に
自
ら
も
避
難
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
も
、
彼
ら
の
身
の
上
を

案
じ
、
訃
報
を
聞
い
て
か
ら
は
彼
ら
を
追
悼
す
る
文
章
「
為
了
忘
却
的
記
念
（
忘
却
の
た
め
の
記
念
）」（『
南
腔
北
調
集
』
所
収
）
な

ど
を
書
い
た
魯
迅
の
耳
に
も
こ
の
噂
は
様
々
な
ル
ー
ト
か
ら
入
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
瞿
秋
白
や
馮
雪
峰
か
ら
も
王
明
ら
の
こ
と
は

聞
い
て
い
た
ろ
う
。
魯
迅
が
王
明
ら
の
ソ
連
招
請
を
断
る
際
に
胡
愈
之
に
言
っ
た
言
葉
、「
一
番
憎
ら
し
い
の
は
、
わ
が
陣
営
内
の
害

虫
た
ち
で
す
」
の
「
害
虫
た
ち
」
の
中
に
、
党
内
反
対
派
抹
殺
に
は
国
民
党
の
弾
圧
を
も
利
用
し
て
恥
じ
な
い
王
明
ら
も
含
ま
れ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
輩
か
ら
の
招
待
を
魯
迅
は
端
か
ら
受
け
る
は
ず
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。

魯
迅
が
胡
愈
之
に
よ
る
こ
の
ソ
連
招
請
を
謝
絶
し
た
半
年
ほ
ど
あ
と
の
こ
と
、
結
局
は
病
気
の
悪
化
で
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

内
山
完
造
や
須
藤
五
百
三
た
ち
も
魯
迅
に
療
養
の
た
め
、
雲
仙
や
鎌
倉
へ
行
く
こ
と
を
勧
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
魯
迅
も
「
多
少
は
考

え
て
も
い
い
と
い
う
気
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ（

（（
（

」
と
い
う
。
近
年
発
見
さ
れ
た
瞿
秋
白
未
亡
人
楊
之
華
宛
書
信
（
一
九
三
六
年
七
月
十

七
日
付（

（（
（

）
で
魯
迅
は
、
当
時
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
中
共
の
人
民
戦
線
戦
術
へ
の
方
向
転
換
に
呼
応
し
て
左
連
を
解
散
し
、「
国
防
文
学
」

を
叫
ぶ
周
揚
ら
の
対
応
に
不
満
を
あ
ら
わ
に
し
つ
つ
「
今
月
末
か
来
月
初
か
ら
、
上
海
を
二
、
三
カ
月
離
れ
、
転
地
療
養
し
ま
す
。
こ

こ
に
い
た
ら
本
当
に
殺
さ
れ
ま
す
」
と
書
い
て
お
り
、
こ
の
手
紙
を
別
刷
の
附
録
と
し
て
緊
急
掲
載
し
た
『
魯
迅
研
究
月
刊
』（
二
〇

〇
三
年
第
六
期
）
の
陳
漱
渝
の
注
は
「
魯
迅
は
日
本
の
長
崎
に
短
期
療
養
に
行
こ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
記
す（

（（
（

。
こ
の
時
の
魯
迅
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の
日
本
で
の
療
養
計
画
に
つ
い
て
は
、
黄
源
も
『
魯
迅
先
生
』
の
中
で
「
魯
迅
は
も
と
も
と
七
、
八
、
九
月
の
三
カ
月
間
、
日
本
に
療

養
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た（

（（
（

」
と
証
言
し
、
魯
迅
の
同
年
八
月
二
日
付
茅
盾
宛
書
信
も
「
以
前
は
日
本
に
行
く
こ
と
に
決
め
て
い
ま
し
た

が
、
…
…
な
お
、
考
慮
中
で
す
」
と
し
て
い
た
。
増
田
ら
の
証
言
は
こ
の
楊
之
華
宛
て
の
魯
迅
書
信
に
よ
っ
て
さ
ら
に
裏
付
け
を
得
た

と
言
え
る
。
逝
去
一
カ
月
前
の
九
月
十
八
日
付
許
傑
宛
書
信
で
魯
迅
は
「
日
本
に
療
養
に
行
く
予
定
も
な
い
の
に
、
日
本
の
新
聞
は
な

ん
と
私
が
日
本
に
も
う
す
ぐ
行
く
と
書
い
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
中
国
の
新
聞
に
も
載
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本

の
新
聞
の
受
け
売
り
で
す
」
と
も
書
い
て
い
る
が
、
確
か
に
、
同
年
の
七
月
二
一
日
付
の
読
売
新
聞
に
は
「
魯
迅
氏
来
朝
せ
ん
」
と
い

う
記
事
が
あ
る
。
魯
迅
最
晩
年
の
日
本
で
の
療
養
の
実
現
可
能
性
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ソ
連
行

き
を
断
っ
た
後
の
魯
迅
が
、
短
期
と
は
い
え
日
本
で
の
療
養
を
計
画
し
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
は
、
魯
迅
の
ソ
連
や
在
モ
ス
ク
ワ
中

共
代
表
団
に
対
す
る
、
言
い
か
え
れ
ば
ス
タ
ー
リ
ン
＝
王
明
に
対
す
る
危
惧
や
警
戒
心
、
少
な
く
と
も
違
和
感
が
極
め
て
強
か
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
末
、
魯
迅
に
左
連
解
散
の
指
令
を
送
っ
て
き
た
の
も
駐
モ
ス
ク
ワ
中
共
代
表
団
代
表
王
明
で
あ

っ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
容
易
に
想
起
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

結
び

魯
迅
の
愛
弟
子
、
胡
愈
之
は
こ
う
し
て
最
晩
年
の
魯
迅
と
、
自
ら
が
中
共
秘
密
党
員
で
あ
る
と
い
う
厳
秘
事
項
を
明
ら
か
に
し
つ
つ

交
流
を
続
け
、
民
権
保
障
同
盟
を
と
も
に
担
い
国
民
党
の
白
色
テ
ロ
と
戦
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
魯
迅
が
ソ
連
に
行
く
こ
と
を
最
後
ま

で
き
っ
ぱ
り
断
っ
た
こ
と
を
証
言
し
、
結
果
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
連
に
対
す
る
魯
迅
の
危
惧
を
も
歴
史
に
書
き
残
し
た
の
で
あ
っ

た
。
胡
愈
之
は
ま
た
魯
迅
逝
去
に
際
し
て
は
反
蔣
抗
日
か
ら
逼
蔣
抗
日
へ
と
路
線
転
換
中
の
中
共
の
方
針
に
従
い
、
胡
風
、
蕭
軍
ら
言
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わ
ば
魯
迅
直
系
の
文
学
方
面
の
愛
弟
子
た
ち
を
押
さ
え
、
救
国
会
を
前
面
に
押
し
出
し
て（

（（
（

そ
の
葬
儀
を
取
り
仕
切
っ
た
。
魯
迅
の
棺
に

か
け
ら
れ
た
「
民
族
魂
」
の
旗
幟
は
果
た
し
て
国
際
主
義
者
魯
迅
の
意
志
と
合
致
し
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
胡
愈
之
が
そ
の
延
長

線
上
で
果
た
し
た
中
国
革
命
の
関
頭
に
お
け
る
幾
つ
か
の
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

注（
1
）『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻　

三
五
七
～
三
六
〇
頁
参
照
。
胡
愈
之
の
最
晩
年
の
回
想
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
我
的
回
憶
（
私
の
回
想
）」
に
拠

れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
の
事
情
は
大
方
以
下
の
通
り
。
一
九
三
六
年
五
月
、
モ
ス
ク
ワ
の
駐
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
共
代
表
団
へ
の
報
告
（
本
文
後

述
）
を
終
え
た
胡
愈
之
は
潘
漢
年
を
伴
っ
て
香
港
へ
戻
る
が
、
こ
の
後
、
胡
愈
之
は
潘
漢
年
の
直
接
の
指
導
下
で
複
雑
な
統
一
戦
線
工
作

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、「
以
後
、
君
は
救
国
会
の
こ
と
だ
け
や
っ
て
く
れ
、
ほ
か
の
こ
と
は
か
ま
う
な
」
と
言
い
渡
さ
れ
る
。
そ
し

て
陝
北
か
ら
上
海
に
出
て
き
た
馮
雪
峰
か
ら
、
六
、
七
月
頃
連
絡
を
受
け
、
香
港
か
ら
上
海
に
向
か
う
。
上
海
で
は
日
中
全
面
戦
争
突
入

ま
で
、
従
前
通
り
ア
ヴ
ァ
ス
通
信
社
の
仕
事
を
続
け
る
が
、
潘
漢
年
の
指
導
下
で
抗
日
救
国
運
動
に
傾
注
し
た
（
上
海
各
界
救
国
連
合
会

は
同
年
一
月
、
全
国
各
界
救
国
連
合
会
は
五
月
三
一
日
～
六
月
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
成
立
、
そ
の
中
心
勢
力
は
中
共
地
下
党
委
員
と
国
民
党

反
蔣
派
で
あ
っ
た
。
な
お
、
包
子
桁
著
『
雪
峰
年
譜
』
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
や
張
雲
著
『
潘
漢
年
伝
』
上
海
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
、
な
ど
は
『
新
文
学
史
料
』
一
九
八
二
年
第
四
期
所
載
の
馮
夏
熊
著
「
馮
雪
峰
回
憶
中
的
潘
漢
年
」
に
拠
り
、
馮
雪
峰
が
香

港
へ
六
月
中
旬
に
出
向
い
て
潘
漢
年
と
会
見
し
、
す
ぐ
に
上
海
に
戻
っ
た
と
す
る
が
、
胡
愈
之
の
回
想
は
潘
・
馮
二
人
の
会
見
場
所
を
香

港
と
特
定
し
て
は
い
な
い
。
陳
早
春
・
万
家
驥
著
『
馮
雪
峰
評
伝
』
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
も
、
こ
の
時
期
の
馮
雪
峰
の
香
港

行
き
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
馮
雪
峰
は
六
月
九
日
と
十
日
付
で
、
魯
迅
作
と
さ
れ
て
き
た
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
」
と
「
現
在

の
我
々
の
文
学
運
動
に
つ
い
て
」
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
そ
の
直
後
に
香
港
に
行
き
と
ん
ぼ
返
り
し
た
と
い
う
こ
と
か
。
物
理
的
に
可
能

だ
っ
た
の
か
疑
問
が
残
る
）。

一
九
三
六
年
十
月
十
九
日
の
魯
迅
の
逝
去
を
、
胡
愈
之
は
馮
雪
峰
か
ら
の
電
話
で
知
る
。
馮
雪
峰
は
魯
迅
の
葬
儀
は
救
国
会
が
前
面
に
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出
て
組
織
す
る
の
が
適
当
で
あ
り
、
胡
愈
之
が
救
国
会
と
の
折
衝
に
当
た
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
そ
こ
で
、
胡
愈
之
は
沈
鈞
儒
ら
救
国
会
の

指
導
者
と
会
い
、
魯
迅
の
葬
儀
は
上
海
救
国
会
が
主
催
し
、
大
衆
的
政
治
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
発
動
し
て
抗
日
救
国
運
動
の
高
揚

を
図
ろ
う
と
取
り
決
め
た
と
い
う
。
胡
愈
之
の
こ
の
証
言
は
、
孔
珠
海
著
『
魯
迅―

最
後
的
告
別
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）

が
引
く
唐
弢
や
周
建
人
の
長
女
周
曄
ら
の
、
馮
雪
峰
は
葬
儀
を
全
面
的
に
指
揮
し
て
は
お
ら
ず
、
葬
儀
は
上
海
救
国
会
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
、
と
い
う
証
言
と
も
符
合
す
る
（
同
書
二
九
～
三
一
頁
）。
つ
ま
り
、
当
時
の
中
共
の
方
針
、
指
示
を
現
場
で
推
進
し
た
の
は

胡
愈
之
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
魯
迅
逝
去
翌
日
の
一
九
三
六
年
十
月
二
十
日
付
で
書
か
れ
た
胡
愈
之
の
魯
迅
追
悼
の

文
章
「
魯
迅―

民
族
革
命
的
偉
大
闘
士
」（
こ
こ
で
は
『
胡
愈
之
文
集
』
第
三
巻
四
八
一
～
四
八
三
頁
に
拠
る
。
初
出
は
『
生
活
星
期
刊
』

と
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
同
誌
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
当
時
当
該
誌
あ
る
い
は
別
メ
デ
ィ
ア
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
と
し
て
行

論
す
る
）
は
、
当
時
の
中
共
の
統
一
戦
線
政
策
に
沿
っ
て
魯
迅
を
「
中
国
の
最
も
偉
大
な
民
族
作
家
」
と
強
調
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は

「
民
族
思
想
家
」
と
「
国
際
主
義
者
」
が
魯
迅
に
お
い
て
は
統
一
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
忘
れ
て
い
な
い
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
点
だ
。

魯
迅
を
よ
く
知
る
胡
愈
之
に
は
「
民
族
革
命
の
闘
士
」
に
止
ま
る
魯
迅
像
は
不
十
分
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。「
国
際
主
義
者
」
と

い
う
魯
迅
評
価
・
魯
迅
規
定
は
当
時
の
魯
迅
追
悼
の
文
章
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
も
の
で
、
胡
愈
之
の
優
れ
た
洞
察
力
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
胡
愈
之
の
こ
の
「
我
的
回
憶
」
に
拠
れ
ば
、
馮
雪
峰
は
反
右
派
闘
争
で
、
一
九
三
六
年
に
陝
北
か
ら
上
海
に
戻
っ
た
際
、
中
共

党
員
で
は
な
く
魯
迅
、
胡
愈
之
と
い
う
非
党
員
を
ま
ず
訪
ね
た
こ
と
が
罪
状
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、
胡
愈
之
が
秘
密
党
員
で
あ
っ
た

こ
と
を
公
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
反
論
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
胡
愈
之
が
秘
密
党
員
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
一
九
七
九

年
の
こ
と
（「
我
所
知
道
的
馮
雪
峰
［
私
が
知
っ
て
い
る
馮
雪
峰
］」、『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
所
収
、
二
二
五
頁
）。

（
2
）『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
所
収
「
我
的
回
憶
」、
三
二
八
頁
。
な
お
、「
我
的
回
憶
」
は
一
九
八
五
年
、
つ
ま
り
最
晩
年
の
胡
愈
之
の
口
述

で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
彼
の
他
の
著
述
と
細
か
い
点
で
食
い
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
使
用
に
際
し
て
は
他
資
料
と
の
照
合
等
の
手
続

き
が
必
要
だ
。

（
3
）『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
、
二
六
一
頁
。
初
出
は
『
中
学
生
』
第
十
六
期
、
一
九
三
一
年
六
月
。
な
お
、
魯
迅
は
光
復
会
に
は
加
入
し
て

い
た
が
、
同
盟
会
に
は
加
入
し
て
い
な
い
。
こ
れ
以
下
引
用
訳
文
中
の
［　

］
は
長
堀
訳
注
を
表
す
。
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（
4
）
こ
の
段
の
引
用
は
前
注
3
に
同
じ
く
『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
、
二
六
一
～
二
六
二
頁
。

（
5
）
朱
順
左
著
『
胡
愈
之
』（
花
山
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
三
三
頁
。

（
6
）
陳
原
著
『
記
胡
愈
之
』（
北
京
三
聯
書
店
、
一
九
九
四
年
）
第
三
三
章
「
愛
羅
先
珂
」
等
参
照
。

（
7
）『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
所
収
、「
我
的
回
憶
」
三
三
六
～
三
四
二
頁
。

（
8
）
杜
重
遠
に
つ
い
て
は
、
下
出
鉄
男
著
「
流
亡
の
民
族
資
本
家―

杜
重
遠
に
つ
い
て
」（
魯
迅
論
集
編
集
委
員
会
編
『
魯
迅
と
同
時
代
人
』、

汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
、
所
収
）
ほ
か
、
参
照
。

（
9
）
宣
侠
父
（
一
八
九
九
～
一
九
三
八
）。
中
央
特
科
指
導
部
の
一
人
。
当
時
、
華
南
工
委
書
記
と
し
て
香
港
で
活
動
し
て
い
た
。
後
、
西
安

に
行
き
、
国
民
党
と
の
統
一
戦
線
工
作
で
功
績
を
あ
げ
る
が
、
逆
に
国
民
党
の
怨
み
を
買
い
、
暗
殺
さ
れ
た
。

（
10
）『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
所
収
、「
我
的
回
憶
」
三
五
四
～
三
五
五
頁
、
及
び
胡
愈
之
・
馮
雪
峰
談
「
談
有
関
魯
迅
的
一
些
事
情
」（
一
九

七
二
年
談
）（『
魯
迅
研
究
資
料　

1
』、
爾
雅
社
出
版
、
一
九
七
九
年
、
所
載
）
の
「
三
、
一
九
三
六
年
二
、
三
月
魯
迅
没
有
接
受
去
蘇

聯
休
養
的
情
況
」
に
拠
る
。

（
11
）『
南
洋
商
報
』
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
「
ゴ
ム
華
僑
王
」
と
呼
ば
れ
た
「
愛
国
華
僑
」
陳
嘉
庚
（
一
八
七
四
～
一
九
六
一
、
新
中
国
で
は
全

人
代
常
務
委
員
、
全
国
政
協
副
主
席
な
ど
歴
任
）
が
一
九
二
三
年
に
創
刊
し
た
新
聞
。
華
僑
に
よ
る
抗
日
戦
協
力
の
動
き
に
つ
い
て
は
菊

池
一
隆
著
『
戦
争
と
華
僑
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
郁
達
夫
に
関
し
て
胡
愈
之
は
『
郁
達
夫
的
流

亡
和
失
踪
（
郁
達
夫
の
流
亡
と
失
踪
）』
を
書
い
て
い
る
。
郁
達
夫
が
日
本
憲
兵
に
よ
っ
て
終
戦
後
（
日
本
敗
戦
後
）
に
殺
さ
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
鈴
木
正
夫
著
『
ス
マ
ト
ラ
の
郁
達
夫
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
12
）
最
近
、『
毛
沢
東
選
集
』
全
四
巻
に
収
め
ら
れ
た
百
六
十
編
の
う
ち
、
十
二
編
以
外
は
毛
沢
東
の
執
筆
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
出
て
論
争

に
な
っ
て
い
る
。
唐
宝
林
著
「
官
越
做
越
小
的
呉
亮
平
」（『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
一
一
年
第
九
期
）
が
、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
、
同
党
史

研
究
室
、
同
党
校
が
連
名
で
中
共
中
央
書
記
処
に
提
出
し
た
と
さ
れ
る
「
関
於
『
毛
沢
東
選
集
』
中
著
作
原
稿
的
審
核
、
考
証
意
見
」
を

引
い
て
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
閻
長
貴
著
「『
毛
選
』
文
章
不
是
毛
沢
東
写
的
嗎
？
」（
同
第
十
期
）
が
そ
の
よ
う
な
報
告
書
自

体
が
存
在
し
な
い
と
の
反
論
を
書
い
て
い
る
。
一
九
八
一
年
六
月
の
「
関
於
建
国
以
来
党
的
若
干
歴
史
問
題
的
決
議
」
は
、
毛
沢
東
思
想
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は
「
実
践
に
よ
っ
て
正
し
さ
が
立
証
さ
れ
た
中
国
革
命
の
正
し
い
理
論
的
原
則
と
経
験
の
総
括
で
あ
り
、
中
国
共
産
党
の
集
団
的
英
知
の

結
晶
で
あ
る
。
わ
が
党
の
す
ぐ
れ
た
指
導
者
は
、
み
な
そ
れ
ら
の
形
成
と
発
展
に
重
要
な
貢
献
を
し
て
き
た
が
、
毛
沢
東
同
志
の
科
学
的

著
作
は
そ
の
集
中
的
な
概
括
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
毛
沢
東
思
想
が
集
団
的
英
知
で
あ
る
以
上
、『
毛
沢
東
選
集
』
の
諸
編
が
毛
沢
東

個
人
の
執
筆
で
な
く
、
単
に
毛
が
批
正
の
上
、
承
認
を
与
え
た
だ
け
の
も
の
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
驚
く
に
当
た
ら
な
い
。

こ
の
決
議
自
体
が
、
毛
沢
東
周
辺
の
幹
部
、
秘
書
ら
が
起
草
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
毛
沢
東
自
ら
が
起
草
・

執
筆
し
た
文
章
の
割
合
が
こ
れ
ほ
ど
少
な
い
と
な
る
と
、
毛
沢
東
の
権
威
の
問
題
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。「
中
国
軍
事
形
勢

的
重
大
変
化
」（『
毛
沢
東
選
集
』
第
四
巻
所
収
）
が
胡
愈
之
の
起
草
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
未
詳
。

（
13
）
山
田
辰
雄
編
『
近
代
中
国
人
名
辞
典
』（
霞
山
会
、
一
九
九
五
年
）
所
載
「
胡
愈
之
」
の
項
（
長
堀
執
筆
）
及
び
拙
論
「
胡
愈
之
に
つ
い

て
の
二
、
三
の
こ
と
」（『
燎
原
』N

o.35

、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。

（
14
）
陳
漱
渝
著
『
魯
迅
史
実
新
探　

増
訂
本
』（
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
所
収
「
魯
迅
与
中
国
民
権
保
障
同
盟
」（
初
出
は
『
魯

迅
研
究
資
料　

4
』、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）。
な
お
、
朱
正
著
『
魯
迅
回
憶
録
正
誤
（
増
訂
本
）』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二

〇
〇
六
年
）
は
近
年
の
歴
史
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
民
権
保
障
同
盟
設
立
の
真
の
狙
い
が
、
一
九
三
一
年
六
月
に
公
共
租
界
警
察
に
逮

捕
さ
れ
、
そ
の
後
国
民
党
に
引
き
渡
さ
れ
て
南
京
監
獄
に
あ
っ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
重
要
工
作
員
ニ
ュ
ー
ラ
ン
夫
妻
救
援
に
あ
っ
た
と
言

う
。
宋
慶
齢
、
ゾ
ル
ゲ
、
潘
漢
年
、
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
ら
も
夫
妻
の
救
援
に
関
与
し
た
。
同
書
一
八
四
～
一
八
九
頁
参
照
。

（
15
）『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
所
収
、「
我
的
回
憶
」
三
四
四
頁
。

（
16
）
費
孝
通
・
夏
衍
等
著
『
胡
愈
之
印
象
記
』、
中
国
友
誼
出
版
社
、
一
九
八
九
年
所
収
、
陳
漱
渝
著
「
数
通
書
簡　

一
席
交
談
」、
同
書
二

八
八
頁
。

（
17
）
胡
愈
之
・
馮
雪
峰
談
「
談
有
関
魯
迅
的
一
些
事
情
」
の
「
二
、
互
済
会
（
即
済
難
会
）」。

（
18
）Biographical D

ictionary of the Com
intern, by Branco Lazitch &

 M
ilorad M

.D
rachkovitch

の
日
本
語
版
『
ユ
ミ
ン
テ
ル

ン
人
名
事
典
』（
至
誠
堂
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
に
拠
る
。

（
19
）「
新
発
現
的
魯
迅
書
簡　

致
楊
之
華
」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
三
年
第
六
期
付
録
）
に
拠
る
。
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（
20
）
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
版
『
魯
迅
全
集
』
第
十
六
巻
『
日
記
』
巻
四
四
頁
注
10
。

（
21
）『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
所
収
、「
我
的
回
憶
」
三
四
七
頁
。

（
22
）
前
掲
注
16
に
同
じ
。
同
書
二
九
〇
頁
。
な
お
、
こ
の
引
用
部
の
言
う
よ
う
な
（
及
び
そ
れ
以
前
も
含
め
）
安
全
上
の
問
題
か
ら
処
分
さ

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
魯
迅
・
胡
愈
之
間
の
書
簡
は
『
魯
迅
全
集
』
や
『
魯
迅
蔵
同
時
代
人
書
信
』（
張
傑
編
著
、
大
象
出
版
社
、
二
〇

一
一
年
）
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
23
）『
魯
迅
全
集
』
第
十
四
卷
、
一
九
三
六
年
十
月
十
五
日
付
「
致
台
静
農
」
及
び
そ
の
注
2
。

（
24
）『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
所
収
、「
我
的
回
憶
」
三
四
七
～
三
五
四
頁
。
王
明
の
こ
の
件
に
関
す
る
回
想
証
言
は
次
の
注
25
の
（
3
）
参
照
。

（
25
）
こ
こ
で
主
と
し
て
朱
正
『
魯
迅
回
憶
録
正
誤
（
増
訂
本
）』
の
二
つ
の
章
「
関
于
魯
迅
与
李
立
三
的
会
見
」、「
関
于
１
９
３
６
年
的
那
次

訪
蘇
邀
請
」
が
挙
げ
る
関
連
資
料
を
参
考
と
し
て
幾
つ
か
招
請
の
例
を
紹
介
し
て
お
く
。

（
1
）「
訪
問
䔥
三
同
志
記
録
」（『
魯
迅
研
究
資
料　

4
』
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
文
責
署
名
無
し
、
同
誌
編
集
部
の
一
九
七

九
年
九
月
の
䔥
三
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
が
触
れ
る
ソ
連
招
請
に
つ
い
て
。

本
編
の
「
二
、
関
于
邀
請
魯
迅
赴
蘇
問
題
」
で
䔥
三
は
、
一
九
三
四
年
七
、
八
月
第
一
回
ソ
連
作
家
代
表
大
会
が
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ

た
が
、
そ
の
準
備
段
階
で
主
催
者
の
意
を
受
け
魯
迅
に
参
加
要
請
の
手
紙
を
送
っ
た
も
の
の
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
『
魯

迅
書
信
』
一
九
三
四
年
一
月
十
七
日
付
䔥
三
宛
に
拠
れ
ば
、
䔥
三
が
一
九
三
三
年
十
一
月
二
四
日
付
で
魯
迅
に
出
し
た
書
信
の
こ
と
で
あ

る
。
魯
迅
は
䔥
三
の
大
会
へ
の
招
請
に
「
現
在
の
状
況
で
は
家
を
離
れ
る
の
は
難
し
い
、
…
…
。
や
は
り
こ
の
ま
ま
、
こ
こ
で
文
章
を
書

い
て
い
た
方
が
ま
し
で
し
ょ
う
」
と
謝
絶
し
て
い
る
。
䔥
三
は
ま
た
、
魯
迅
が
一
九
三
二
年
に
ソ
連
の
招
待
で
観
光
と
休
養
の
旅
行
を
計

画
し
て
い
た
と
も
書
い
て
い
る
。
な
お
、
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
「
一
、
関
于
写
信
回
国
問
題
」
で
䔥
三
は
、
一
九
三
五
年
九
月
に
王
明
か

ら
左
連
解
散
方
針
を
通
告
さ
れ
（
䔥
三
は
駐
モ
ス
ク
ワ
左
連
代
表
と
し
て
当
地
に
滞
在
し
て
い
た
）、
解
散
指
示
の
手
紙
を
本
国
（
上

海
）
に
書
く
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
際
の
王
明
と
の
や
り
取
り
を
紹
介
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
王
明
が
、
左
連
は
「
極
左
［
原
文
：
太

左
］）」
で
「
セ
ク
ト
主
義
［
同
：
関
門
主
義
］」
で
あ
り
、
統
一
戦
線
に
不
利
だ
と
い
う
内
容
を
話
し
た
と
さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時

期
等
の
問
題
も
勘
案
し
な
い
と
い
け
な
い
が
、
周
揚
等
の
左
連
活
動
を
王
明
が
批
判
し
た
の
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
人
民
戦
線
戦
術
へ
の
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魯迅と胡愈之

「
右
翼
的
」
路
線
転
換
と
明
ら
か
に
軌
を
一
に
す
る
が
、
表
面
上
こ
れ
は
魯
迅
の
周
揚
等
に
対
す
る
不
満
と
も
一
脈
通
じ
る
（
し
か
し
そ

の
後
、
魯
迅
が
左
連
解
散
に
反
対
し
、
周
揚
等
よ
り
も
本
質
的
に
さ
ら
に
「
左
」
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
王
明
に
と
っ
て
想
定
外

だ
っ
た
ろ
う
）。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
言
え
ば
、
王
明
の
一
九
三
六
年
春
の
魯
迅
の
ソ
連
へ
の
招
請
は
反
蔣
抗
日
の
幅
広
い
統
一
戦
線
形
成

を
も
睨
ん
だ
魯
迅
獲
得
戦
術
の
一
環
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
。
こ
れ
は
本
注
の
（
3
）
で
も
触
れ
る
。

（
2
）
ス
メ
ド
レ
ー
の
魯
迅
に
対
す
る
ソ
連
療
養
勧
告
に
つ
い
て
。

『
魯
迅
書
信
』
一
九
三
五
年
十
月
二
二
日
付
曹
靖
華
宛
は
、
一
年
間
の
（
ソ
連
へ
の
）
転
地
療
養
を
す
べ
き
と
い
う
ス
メ
ド
レ
ー
の
勧

め
を
棚
上
げ
し
て
保
留
状
態
に
し
て
い
る
と
記
す
。
そ
の
理
由
は
「
一
、
こ
の
病
気
（
胃
病
）
は
療
養
す
る
ま
で
も
な
い
。
二
、（
行
っ

た
と
し
て
）
帰
国
し
た
ら
一
層
動
き
づ
ら
い
く
な
る
」
か
ら
で
「
私
の
現
下
の
考
え
は
行
か
な
い
方
に
傾
い
て
い
る
」
と
。
ス
メ
ド
レ
ー

自
身
は
『
中
国
的
戦
歌
［
中
国
の
歌
ご
え
］』
の
中
で
、
魯
迅
の
勧
告
謝
絶
の
言
を
こ
う
伝
え
て
い
る
。

［
魯
迅
は
ス
メ
ド
レ
ー
が
診
察
の
た
め
に
連
れ
て
き
た
米
国
人
医
師
ダ
ン
の
転
地
勧
告
を
拒
否
し
て
］「
他
の
人
が
今
ま
さ
に
闘
っ

て
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
時
に
君
た
ち
は
私
に
一
年
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
ろ
と
言
う
の
で
す
か
？
」
…
…
ゴ
ー
リ
キ
ー
は
魯
迅
を
自
分
の

ゲ
ス
ト
と
し
て
ソ
連
に
一
年
間
招
待
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
魯
迅
は
行
こ
う
と
し
な
っ
た
。
魯
迅
が
言
う
に
、
国
民
党

は
中
国
中
に
魯
迅
は
「
モ
ス
ク
ワ
で
ル
ー
ブ
ル
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
わ
め
き
た
て
る
だ
ろ
う
と
。「
…
ど
う
あ
ろ
う
と
、
中
国
は

私
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
、
私
は
行
け
な
い
」
…
…
「
ど
う
し
た
っ
て
誰
か
が
闘
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
」
と
。（『
新

文
学
史
料
』
一
九
八
〇
年
第
三
期
所
載
「
史
沫
特
莱
回
憶
魯
迅
」、
一
二
二
頁
。
訳
は
戈
宝
権
。
み
す
ず
書
店
一
九
七
二
年
版
高
杉

一
郎
訳
『
中
国
の
歌
ご
え
』
で
は
八
二
頁
）

『
新
文
学
史
料
』
同
期
所
載
の
ス
メ
ド
レ
ー
著
傅
東
華
訳
「
追
念
魯
迅
」（
同
誌
一
二
七
～
一
二
八
頁
）
や
、
許
広
平
著
『
欣
慰
的
紀

念
』
所
収
「
魯
迅
先
生
的
娯
楽
」（
こ
こ
で
は
魯
迅
博
物
館
魯
迅
研
究
室
『
魯
迅
研
究
月
刊
』
選
編
『
魯
迅
回
憶
録
』、
北
京
出
版
社
、
一
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九
九
九
年
、
三
九
三
～
三
九
四
頁
）
に
も
似
た
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
後
者
は
一
九
三
四
年
の
ソ
連
作
家
代
表
大
会
へ
の
招
請
問
題
に
も

触
れ
、
茅
盾
と
参
加
準
備
を
し
て
い
た
が
準
備
時
間
が
短
く
、
病
気
も
あ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
言
う
が
、
こ
れ
は
上
記
（
1
）
の
䔥

三
へ
の
魯
迅
自
身
の
謝
絶
書
信
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
異
な
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
茅
盾
は
「
魯
迅
説
：『
軽
傷
不
下
火
線
！
』」（
上
海
文
芸
出
版
社
編
『
魯
迅
回
憶
録
一
集
』、
一
九
七
八
年
、
三
～
五
頁
）
で

以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

一
九
三
五
年
十
月
、
ソ
連
で
の
療
養
勧
告
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
魯
迅
を
説
得
す
る
よ
う
ス
メ
ド
レ
ー
か
ら
頼
ま
れ
た
茅
盾
は
、

魯
迅
宅
を
訪
ね
て
説
得
を
試
み
る
。
ソ
連
に
行
く
決
心
が
つ
か
な
い
と
い
う
魯
迅
に
茅
盾
が
理
由
を
尋
ね
る
と
「
ソ
連
に
行
っ
た
ら
耳
も

目
も
不
自
由
に
な
っ
て
し
ま
う
」
か
ら
だ
と
語
る
。「
ソ
連
が
通
訳
を
つ
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
茅
盾
が
言
う
と
、
魯
迅
は
そ
う
い

う
こ
と
で
は
な
く
、「
中
国
国
内
の
事
情
が
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
言
う
。
茅
盾
は
そ
れ
な
ら
中
国
の

本
や
雑
誌
は
最
速
の
方
法
で
全
部
送
る
か
ら
、
中
国
国
内
で
時
を
逃
さ
ず
文
章
を
発
表
で
き
る
、
ま
た
ソ
連
で
中
国
の
情
況
を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
な
ど
と
も
説
得
す
る
が
、
魯
迅
は
そ
う
う
ま
く
は
い
く
ま
い
と
、
首
を
縦
に
振
ら
な
い
が
熟
考
を
約
束
す
る
。
一
週
間
ほ

ど
後
、
再
び
魯
迅
を
訪
れ
た
茅
盾
に
魯
迅
は
こ
う
言
っ
た
。

私
は
じ
っ
く
り
考
え
た
け
れ
ど
、
や
は
り
行
か
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
少
し
前
、
敵
は
私
が
左
翼
文
壇
内
部
の
も
め
事
に
嫌
気

が
さ
し
、
青
島
に
一
月
余
り
行
っ
て
い
た
と
デ
マ
を
飛
ば
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
方
周
揚
た
ち
は
と
言
え
ば
、
な
ん
と
こ
の
デ

マ
を
さ
ら
に
煽
っ
た
ん
で
す
か
ら
。
も
し
今
ソ
連
に
行
っ
た
ら
敵
は
思
う
存
分
デ
マ
を
ま
き
散
ら
す
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。
私
が

こ
っ
そ
り
敵
前
逃
亡
し
た
と
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
は
問
屋
が
お
ろ
し
ま
せ
ん
よ
。
私
は
上
海
で
闘
い
続
け
ま
す
。

茅
盾
は
魯
迅
の
態
度
か
ら
そ
の
決
意
が
固
い
こ
と
を
悟
る
が
、
み
な
が
魯
迅
の
健
康
を
心
配
し
て
い
る
と
最
後
に
言
う
と
、
魯
迅
は
「
疲

れ
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
が
想
像
す
る
ほ
ど
の
老
衰
多
病
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
か
す
り
傷
で
は
前
線

を
離
脱
し
な
い
』
と
言
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
が
も
う
こ
れ
以
上
は
本
当
に
や
っ
て
い
け
な
い
と
感
じ
る
ま
で
、
転
地
療
養
の
話
は
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無
し
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
。
茅
盾
は
結
局
、
説
得
を
あ
き
ら
め
る
ほ
か
な
い
と
ス
メ
ド
レ
ー
に
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
3
）
許
広
平
が
語
る
陳
銘
枢
に
よ
る
魯
迅
へ
の
ソ
連
療
養
勧
告
に
つ
い
て

許
広
平
著
『
魯
迅
回
憶
録
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
六
一
年
。
こ
こ
で
は
上
記
北
京
出
版
社
版
『
魯
迅
回
憶
録
』
専
著
下
冊
、
一
一
七

九
頁
）
は
、
あ
る
時
（
時
期
は
忘
れ
た
と
す
る
）、
香
港
の
国
民
党
側
の
陳
某
か
ら
「
家
族
を
連
れ
す
ぐ
に
香
港
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
ソ

連
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
手
紙
が
内
山
書
店
気
付
で
魯
迅
宛
に
届
い
た
が
、
魯
迅
は
国
民
党
側
の
人
間
を
嫌
っ
て
い
た
か
ら
こ
の

手
紙
を
無
視
し
て
焼
き
捨
て
た
、
と
い
う
内
容
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
朱
正
は
ま
ず
王
明
著
『
中
共
50
年
』（
東
方
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
内
部
発
行
）
を
引
く
。

一
九
三
六
年
晩
春
か
ら
初
夏
の
頃
、
私
［
王
明
］
は
䔥
愛
梅
［
䔥
三
］
の
と
こ
ろ
で
、
魯
迅
の
病
気
が
重
い
こ
と
を
聞
く
や
、
デ

ィ
ミ
ト
ロ
フ
に
魯
迅
を
ソ
連
に
療
養
に
招
請
す
る
よ
う
頼
ん
だ
。
私
た
ち
は
潘
漢
年
を
モ
ス
ク
ワ
か
ら
上
海
に
派
遣
し
、
私
た
ち
に

代
わ
っ
て
魯
迅
に
、
家
族
全
員
で
訪
ソ
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
、
同
時
に
そ
の
旅
行
手
配
の
責
も
負
う
こ
と
を
命
じ
た
。
潘
漢
年

に
は
こ
う
し
た
並
は
ず
れ
て
複
雑
な
任
務
を
遂
行
す
る
能
力
が
あ
っ
た
。
彼
は
魯
迅
た
ち
が
訪
ソ
の
旅
程
に
つ
く
た
め
の
す
べ
て
の

準
備
を
整
え
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
魯
迅
の
健
康
状
態
が
こ
う
し
た
長
旅
を
許
さ
な
か
っ
た
。（
同
書
二
八
〇
頁
。
な
お
、

本
書
ロ
シ
ア
語
版
か
ら
の
邦
訳
高
田
爾
郞
・
浅
野
雄
三
訳
『
王
明
回
想
録
』
経
済
往
来
社
、
一
九
七
六
年
、
で
は
こ
の
部
分
は
「
出

版
社
の
都
合
」
で
割
愛
さ
れ
て
い
る
）

そ
し
て
、
朱
正
は
許
広
平
が
い
う
「
陳
某
」
と
は
陳
銘
枢
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
招
請
は
手
紙
で
は
な
く
、
陳
銘
枢
の
代
理
人
が
直
接
魯

迅
に
会
っ
て
伝
え
た
も
の
で
、
許
広
平
の
回
憶
は
誤
り
だ
と
し
、
当
の
代
理
人
胡
允
恭
の
回
想
録
『
金
陵
叢
談
』（
人
民
出
版
社
、
一
九

八
五
年
）
を
引
い
て
、
魯
迅
と
胡
允
恭
の
や
り
取
り
を
記
す
。
胡
允
恭
に
拠
れ
ば
こ
の
会
見
時
期
は
一
九
三
六
年
初
春
の
こ
と
（
王
明
の

回
想
は
や
や
時
期
が
ず
れ
て
い
る
）。
魯
迅
の
謝
絶
の
言
は
大
筋
に
お
い
て
上
記
（
2
）
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
魯
迅
の
陳
銘
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枢
及
び
そ
の
代
理
人
に
対
す
る
態
度
は
鄭
重
で
、
許
広
平
の
言
う
、
国
民
党
側
の
人
間
だ
か
ら
拒
絶
し
た
、
な
ど
と
い
う
の
も
誤
り
だ
と

朱
正
は
指
摘
す
る
。
因
み
に
許
広
平
の
『
魯
迅
回
憶
録
』
は
中
共
・
毛
沢
東
に
す
り
寄
っ
た
記
述
が
多
く
、
朱
正
の
『
魯
迅
回
憶
録
正

誤
』
は
そ
の
訂
正
に
主
眼
が
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
は
許
広
平
の
同
書
「
手
稿
本
」
許
広
平
著
・
周
海
嬰
主
編
『
魯
迅
回
憶

録
』（
長
江
文
芸
出
版
社
、
印
刷
数
は
四
万
冊
以
上
）
が
出
た
が
、
陳
漱
渝
は
、
周
揚
指
導
下
に
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
本
書
従
来
版
が
「
左

翼
的
」
に
改
変
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
及
び
朱
正
の
従
前
か
ら
の
批
判
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
同
時
に
、
息
子
海
嬰
主
編
の

「
手
稿
本
」
の
校
訂
の
不
十
分
性
・
不
透
明
性
も
指
摘
し
て
い
て
興
味
深
い
（
陳
漱
渝
著
「
我
読
許
広
平
『
魯
迅
回
憶
録
』
手
稿
本
」、

『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
二
〇
一
一
年
第
八
期
所
載
。
こ
の
「
手
稿
本
」
は
手
稿
の
影
印
で
は
な
く
通
常
の
印
刷
で
、
問
題
個
所
に

つ
い
て
校
訂
注
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
主
編
者
の
校
訂
注
に
恣
意
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
読
者
は
手
稿
そ
の
も
の
を
見
ら
れ
な
い
以
上
、

そ
れ
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
陳
漱
渝
が
言
う
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）。

と
こ
ろ
で
、
上
記
王
明
の
回
想
か
ら
は
、
在
モ
ス
ク
ワ
の
中
共
指
導
部
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
側
は
陳
銘
枢
、
魯
迅
ら
を
一
九
三
六
年
初
春

当
時
の
反
蔣
抗
日
を
掲
げ
る
統
一
戦
線
の
象
徴
と
し
て
ソ
連
に
招
請
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
回
想
か
ら
は
潘

漢
年
が
陳
銘
枢
、
胡
愈
之
と
い
う
反
蔣
介
石
派
の
第
三
党
と
中
共
の
二
ル
ー
ト
で
周
到
に
魯
迅
を
招
請
し
て
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
頃
の
陳
銘
枢
の
中
共
と
の
統
一
戦
線
を
求
め
る
動
き
と
在
モ
ス
ク
ワ
中
共
代
表
団
（
王
明
代
表
）
の
対
応
に
つ
い
て
は
、『
共
産

国
際
、
連
共
（
布
）
与
中
国
革
命
档
案
資
料
叢
書
［
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
、
ソ
連
共
産
党
（
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
）
と
中
国
革
命
档
案
資
料
叢
書
］

第
15
巻　

共
産
国
際
、
連
共
（
布
）
与
中
国
蘇
維
埃
［
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
］
運
動
（1931

―
1937

）』（
中
共
中
央
党
史
研
究
室
第
一
研
究
部
訳
、

中
共
党
史
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
で
明
瞭
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
同
書
364
「
王
明
和
康
生
関
于
抗
日
統
一
戦
線
問
題
的
書

面
報
告
［
王
明
と
康
生
の
抗
日
統
一
戦
線
問
題
に
関
す
る
書
面
報
告
］」、
367
「
中
華
民
族
革
命
同
盟
為
同
中
共
就
建
立
抗
日
統
一
戦
線
問

題
進
行
談
判
提
出
的
建
議
［
中
華
民
族
革
命
同
盟
が
中
共
と
抗
日
統
一
戦
線
に
つ
い
て
交
渉
を
進
め
る
た
め
に
提
出
し
た
意
見
］」（
中
華

民
族
革
命
同
盟
は
一
九
三
五
年
に
香
港
で
陳
銘
枢
ら
が
創
立
し
た
反
蔣
抗
日
を
主
張
す
る
政
治
組
織
）、
369
「
共
産
国
際
執
行
委
員
会
書

記
処
関
于
中
共
代
表
同
陳
銘
枢
談
判
的
指
示
［
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
書
記
処
の
中
共
代
表
団
と
陳
銘
枢
と
の
交
渉
に
関
す
る
指

示
］」、
372
「
陳
銘
枢
給
中
共
中
央
委
員
們
的
信
［
陳
銘
枢
の
中
共
中
央
委
員
た
ち
へ
の
書
簡
］」
等
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
参
照
。
香
港
に
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あ
っ
て
反
蔣
抗
日
の
立
場
か
ら
中
共
及
び
ソ
連
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
統
一
戦
線
問
題
交
渉
中
の
陳
銘
枢
は
ソ
連
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
方
面
の

自
身
及
び
魯
迅
に
対
す
る
訪
ソ
要
請
を
魯
迅
に
伝
え
た
の
で
あ
っ
た
。
朱
正
も
言
う
よ
う
に
、
陳
銘
枢
の
魯
迅
招
請
の
行
動
は
政
治
的
に

十
分
合
理
性
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
上
記
の
よ
う
な
魯
迅
の
胡
允
恭
（
陳
銘
枢
代
理
人
）
に
対
す
る
態
度
か
ら
考
え
る
に
、
国
防

文
学
論
争
で
の
魯
迅
の
言
動
は
、
中
共
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
階
級
性
を
放
棄
し
た
人
民
戦
線
戦
術
へ
の
転
換
に
対
す
る
階
級
論
者
魯
迅
の

抵
抗
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
最
終
期
に
お
い
て
は
反
蔣
抗
日
か
ら
逼
蔣
抗
日
へ
舵
を
切
ろ
う
と
し
つ
つ
あ
っ
た
中
共
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

に
対
す
る
抵
抗
や
危
惧
も
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
上
記
364
「
王
明
和
康
生
関
于
抗
日
統
一
戦
線
問
題
的
書
面
報
告
」
に
は
、
胡
愈
之
の
一
九
三
六
年
の
ソ
連
行
の
目
的
が
張
学
良

の
意
向
報
告
だ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
蛇
足
な
が
ら
、
こ
の
『
共
産
国
際
、
連
共
（
布
）
与
中
国
革
命
档
案
資
料
叢
書
』

全
十
六
巻
は
、
中
国
左
翼
文
壇
及
び
中
共
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
動
向
を
同
時
並
行
的
に
見
る
と
き
に
大
い
に
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
こ
こ
で
一
言
付
け
加
え
る
と
、
上
記
朱
正
が
引
用
す
る
王
明
テ
ク
ス
ト
の
前
後
に
も
、
王
明
の
魯
迅
に
対
す
る
言
及
が
あ
る

（
同
書
第
四
編
第
三
節
「
毛
沢
東
為
什
麼
濫
用
和
怎
様
濫
用
魯
迅
的
名
義
（
毛
沢
東
は
な
ぜ
、
ま
た
い
か
に
魯
迅
の
名
前
を
濫
用
し
た

か
）」
参
照
）。
左
連
期
の
魯
迅
、
瞿
秋
白
の
活
動
に
対
す
る
高
い
評
価
や
、
毛
沢
東
に
よ
る
魯
迅
の
政
治
利
用
、「
神
格
化
」
に
対
す
る

非
難
な
ど
が
書
か
れ
て
い
て
興
味
深
い
が
、
自
ら
が
党
中
央
か
ら
追
放
・
打
倒
し
た
瞿
秋
白
の
こ
と
を
「
文
学
に
造
詣
が
深
く
経
験
豊
富

な
瞿
秋
白
が
左
連
を
指
導
し
た
」
と
か
、
魯
迅
の
愛
弟
子
柔
石
を
含
む
左
連
五
烈
士
ら
を
死
に
追
い
や
っ
た
自
分
た
ち
の
所
業
を
脇
に
置

い
て
、
毛
沢
東
の
魯
迅
利
用
を
批
判
す
る
王
明
の
言
葉
に
筆
者
は
ま
っ
た
く
説
得
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
26
）『
雪
峰
文
集
』
第
四
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
所
収
「
有
関
一
九
三
六
年
周
揚
等
人
的
行
動
以
及
魯
迅
提
出
『
民
族
革
命

戦
争
的
大
衆
文
学
』
口
号
的
経
過
」、
同
巻
五
一
二
頁
。

（
27
）『
胡
愈
之
印
象
記
』
五
五
頁
。
な
お
、
金
城
の
こ
の
文
に
つ
い
て
は
拙
論
「
胡
愈
之
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
こ
と
」（『
燎
原
』N

o.35

、

一
九
九
〇
年
）
で
紹
介
し
て
い
る
。

（
28
）『
胡
愈
之
文
集
』
第
六
巻
所
収
、「
我
的
回
憶
」
三
五
五
頁
。
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（
29
）
拙
論
「
胡
愈
之
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
こ
と
」（『
燎
原
』
№
35
、
一
九
九
〇
年
）。

（
30
）
太
田
信
夫
訳
、
世
界
社
、
一
九
二
八
年
。
魯
迅
が
触
れ
る
部
分
は
同
書
三
二
九
頁
。

（
31
）
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
著
石
堂
清
倫
訳
『
共
産
主
義
と
は
何
か
』
上
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年
）
二
六
四
頁
参
照
。

（
32
）
邦
訳
に
日
原
き
よ
み
訳
が
あ
る
。『
中
国
研
究
月
報
』
№
653
、
二
〇
〇
二
年
七
月
号
。
こ
こ
で
の
表
題
は
こ
れ
に
従
う
。

（
33
）『
東
方
文
化
』
二
〇
〇
二
年
第
二
期
、
四
一
頁
。
な
お
厳
家
炎
は
本
論
文
を
収
録
す
る
自
著
『
論
魯
迅
的
復
調
小
説
』（
上
海
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）
で
こ
の
部
分
の
材
源
を
魯
迅
博
物
館
が
所
蔵
し
、
今
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
胡
愈
之
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
原
本
と
し

て
い
る
。
胡
愈
之
と
親
し
か
っ
た
金
城
は
一
九
三
六
年
当
時
、
あ
る
い
は
そ
の
後
、
胡
愈
之
か
ら
直
接
聞
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
34
）
魯
迅
が
毎
日
見
て
い
た
上
海
の
有
力
紙
『
申
報
』
で
、
一
九
三
四
年
末
の
キ
ー
ロ
フ
暗
殺
、
そ
れ
に
引
き
続
く
ジ
ノ
ビ
エ
フ
逮
捕
の
頃

か
ら
こ
の
魯
迅
と
胡
愈
之
の
会
見
時
期
で
あ
る
一
九
三
六
年
二
月
頃
ま
で
に
見
ら
れ
る
ソ
連
の
粛
清
に
関
す
る
報
道
は
以
下
の
日
付
の
紙

面
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
後
も
ソ
連
の
粛
清
の
報
道
は
続
く
の
で
、
魯
迅
は
ほ
ぼ
逐
一
ソ
連
で
の
粛
清
の
動
き
や
世
界
各
地
を
放
浪
中
の
ト

ロ
ツ
キ
ー
の
動
静
を
知
っ
て
い
た
。

一
九
三
五
年
一
月
十
六
、
十
七
、
十
九
、
二
五
日
、
三
月
二
一
日
、
六
月
十
八
、
二
十
、
二
四
日
。
一
九
三
六
年
一
月
十
八
日
。

ま
た
、
日
本
の
新
聞
で
は
朝
日
新
聞
が
キ
ー
ロ
フ
暗
殺
か
ら
モ
ス
ク
ワ
裁
判
に
到
る
ソ
連
の
政
治
情
況
を
逐
一
詳
細
に
報
道
し
て
い
る
。

同
時
期
の
読
売
新
聞
の
ソ
連
報
道
は
要
所
を
押
さ
え
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
印
象
で
あ
る
。

（
35
）『
双
山
回
憶
録　

増
訂
本
』（
香
港
士
林
図
書
服
務
社
、
一
九
九
四
年
）、
二
〇
〇
頁
。
本
書
邦
訳
は
矢
吹
晋
訳
『
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
回

想
録
』（
柘
植
書
房
、
一
九
七
九
年
）
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
関
連
資
料
と
し
て
は
羅
章
竜
口
述
・
丘
権
政
整
理
「
上
海
東
方
飯
店
会
議

前
後
」（『
新
文
学
史
料
』
一
九
八
一
年
第
一
期
）、
及
びH

.Isaacs, T
he T

ragedy of the Chinese R
evolution Stanford U

niv.
Press, second revised edition 1961, p.p.334-335, T

si-an H
sia

（
夏
済
安
）、T

he G
ate of D

arkness, U
niv. of W

ashington 
Press, 1968, chapter of “Enigm

a of the Five M
artyrs ”

等
が
あ
る
。
な
お
、
姚
辛
著
『
左
連
史
』（
光
明
日
報
出
版
社
、
二
〇
〇

六
年
）
は
密
告
者
は
王
明
グ
ル
ー
プ
の
康
生
だ
と
断
定
し
て
い
る
。
一
方
、
竹
内
実
著
『
魯
迅
周
辺
』（
田
畑
書
店
、
一
九
八
一
年
）
所

収
「
魯
迅
と
柔
石
」
は
こ
の
王
明
ら
に
よ
る
密
告
説
と
は
距
離
を
置
く
。
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（
36
）
増
田
渉
著
『
魯
迅
の
印
象
』（
初
版
単
行
本
は
講
談
社
、
一
九
四
八
年
。
こ
こ
で
は
講
談
社
ミ
リ
オ
ン
ブ
ッ
ク
ス
版
、
一
九
五
六
年
）
一

四
一
～
一
四
二
頁
。

（
37
）「
新
発
現
的
魯
迅
書
簡　

致
楊
之
華
」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
三
年
第
六
期
附
録
）。
楊
之
華
は
瞿
秋
白
が
国
民
党
に
よ
っ
て
処
刑

さ
れ
た
後
、
ソ
連
に
渡
り
国
際
紅
色
救
援
会
（
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
＝
モ
ッ
プ
ル
）
常
任
委
員
と
し
て
当
地
に
滞
在
し
て
い
た
。
こ
れ
は
楊
之
華
か

ら
の
手
紙
に
対
す
る
魯
迅
の
返
信
で
あ
る
。

（
38
）『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
三
年
第
七
期
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
手
紙
に
対
す
る
解
説
文
、
史
紀
辛
著
「
一
件
重
要
而
珍
貴
的
史
料
」
は
転

地
先
に
つ
い
て
「
魯
迅
は
具
体
的
に
ど
こ
へ
行
く
つ
も
り
か
は
や
は
り
言
っ
て
い
な
い
」
と
し
、
前
号
の
陳
漱
渝
注
と
は
微
妙
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
抗
日
民
族
統
一
戦
線
結
成
を
目
指
す
微
妙
な
時
期
に
魯
迅
が
日
本
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
と
す
る
の
は
や

は
り
憚
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
魯
迅
を
日
本
に
療
養
に
呼
ぶ
話
は
一
九
三
二
年
ご
ろ
か
ら
何
度
も
出
て
い
た
が
結
局
実
現
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
魯
迅
の
増
田
宛
一
九
三
二
年
四
月
二
日
付
書
信
で
も
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
ば
か
り
で
は
な
く
、
東
京
文
求
堂

主
人
田
中
慶
太
郎
も
女
婿
増
井
経
夫
（
後
、
金
沢
大
学
教
授
、
専
門
は
東
洋
史
）
を
通
じ
て
、
一
九
三
五
年
冬
、
魯
迅
に
日
本
療
養
を
勧

め
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
増
井
経
夫
著
『
線
香
の
火
』（
研
文
出
版
、
一
九
八
七
年
）
九
九
頁
、
一
一
一
頁
、
さ
ら
に
田
中
壮
吉
編

『
日
中
友
好
的
先
駆
者
「
文
求
堂
」
主
人
田
中
慶
太
郎
』（
極
東
物
産
株
式
会
社
、
一
九
八
七
年
）
所
収
、
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
・
グ
ー
リ

ッ
ク
著
「
懐
念
文
求
堂
主
人
」、
同
書
四
四
一
頁
も
参
照
の
こ
と
（
こ
の
文
章
に
は
年
代
記
述
に
不
正
確
な
部
分
も
あ
る
）。
魯
迅
が
結
局
、

日
本
（
や
ド
イ
ツ
）
に
行
か
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
増
田
、
内
山
の
記
述
以
外
に
、
錫
金
著
「
魯
迅
為
什
麼
不
去
日
本
療
養
」（『
新

文
学
史
料
』
一
九
七
八
年
第
一
期
）
が
そ
れ
ま
で
の
経
緯
を
総
合
的
に
記
述
し
て
い
て
参
考
に
な
る
。

（
39
）『
魯
迅
回
憶
録
散
篇　

中
冊
』（
北
京
出
版
社
一
九
九
九
年
）
所
収
五
七
四
頁
。

（
40
）「
訪
問
䔥
三
同
志
記
録
」（『
魯
迅
研
究
資
料　

4
』　

天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）、
田
剛
著
「
関
於
䔥
三
『
莫
斯
科
来
信
』
的
幾

点
弁
正
」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
八
年
第
二
期
）
等
参
照
。

（
41
）
王
彬
彬
著
「
一
九
三
六
年
的
『
救
国
会
』
与
『
民
族
魂
』」（『
鍾
山
』
二
〇
〇
七
年
第
四
期
）
参
照
。

（
42
）
た
と
え
ば
、
西
安
事
変
に
到
る
張
学
良
ら
へ
の
働
き
か
け
や
、
抗
日
戦
中
ま
た
戦
後
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
の
統
一
戦
線
工
作
、
国
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共
内
戦
終
盤
に
お
け
る
毛
沢
東
へ
の
情
勢
分
析
の
進
言
な
ど
が
想
定
で
き
る
。

主
要
参
考
文
献
一
覧
（
注
記
し
た
も
の
は
原
則
と
し
て
除
く
）

1
．『
胡
愈
之
文
集
』
全
六
巻
（
北
京
三
聯
書
店
、
一
九
九
六
年
）

2
．『
魯
迅
全
集
』
全
十
八
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）

3
．
学
研
版
『
魯
迅
全
集
』
全
二
十
巻
（
学
研
、
一
九
八
四
～
一
九
八
六
年
）

4
．『
魯
迅
年
譜　

増
訂
本
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

5
．
藤
井
省
三
著
『
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
都
市
物
語
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
年
）

6
．
侯
志
平
著
『
世
界
語
運
動
在
中
国
』（
中
国
世
界
語
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）

7
．
王
世
儒
著
『
蔡
元
培
先
生
年
譜
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）

8
．
唐
宝
林
著
「
伊
羅
生
与
『
中
国
論
壇
』」（『
近
代
史
研
究
』
一
九
九
五
年
第
六
期
）

9
．
長
堀
祐
造
著
『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー―
中
国
に
お
け
る
『
文
学
と
革
命
』』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
）

10
．『
近
代
日
中
関
係
史
年
表
１
７
９
９
～
１
９
４
９
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）

（
付
記
）
本
編
は
拙
著
『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー―

中
国
に
お
け
る
『
文
学
と
革
命
』』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
）
で
は
注
な
ど
で
部
分
的
、

散
発
的
に
し
か
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
魯
迅
と
胡
愈
之
の
問
題
を
、
若
干
の
新
資
料
を
加
え
整
理
、
加
筆
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
同
書
と
一
部
重
複
が
あ
る
。
ま
た
、
本
編
の
も
と
と
な
っ
た
拙
論
に
「
胡
愈
之
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
こ
と
」（『
燎
原
』
№
35
、

一
九
九
〇
年
）、
さ
ら
に
二
〇
一
一
年
九
月
に
紹
興
で
開
催
さ
れ
た
魯
迅
生
誕
一
三
〇
年
記
念
国
際
学
会
で
の
口
頭
発
表
と
論
文
集
へ
の

提
出
原
稿
「
魯
迅
与
胡
愈
之
」（
中
国
語
）
が
あ
る
。

な
お
、
上
記
拙
著
『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
に
は
訂
正
す
べ
き
誤
記
、
誤
植
が
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
（
次
頁
）
内
容
に
関
わ
る
正

誤
表
を
掲
載
し
、
読
者
の
便
に
供
し
た
い
。
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『魯迅とトロツキー―中国における『文学と革命』』（平凡社、2011年 9 月）正誤表
頁	 行（－は終りから数えて）	 誤　　　→　　　正
44	 －7	 注26（「生活の諸問題」…）→（＊「生活の諸問題」…）
45	 －6	 注27の文末に、以下を追加

＊最近、ロンドン版、ニューヨーク版両方の古書を購入して確
認したところ、いずれにもラコフスキーへの献辞があった。こ
この記載は不正確ということになる。これは pp. 183～184注16
及び p. 186注35についても訂正するものとする。

80	 －2	 の訳文、さらに北京外文出版社　→　の訳文や北京外文出版社
83	 －2行	 注60　交友際関係　→　交友関係
104	 －5～－4	 �魯迅はこれを売るよう「大いに掣肘を加えてい」るわけであ

る。→　この一文削除
117	 5	 注10末尾に＊で以下を追加

＊ドイッチャー著『武力なき予言者　1921-1929』（新評論版、
P. 39）に拠れば、元画学生だったナタ―リヤはロシア革命
後、人民教育部美術部長を務めていたことがある。

141	 －2	 注（52）→（53）（注52が重複）
183～184	 注16の末尾に　　p.45注27＊参照　を追加
186	 	 注35の末尾に　　p.45注27＊参照　を追加
212	 3	 スローガンを提出下　→　スローガンを提出した
226	 －4	 （我対魯迅之認識）→（我対於魯迅之認識）
245	 4	 �（北京文物出版社、一九七八年）→（北京文物出版社、一九七六

～一九八六年）
245	 11	 丸尾常喜氏の御教示に拠る。→　この一文、二つ後の注54の文

末に移動。
	 	 上記一文移動の上、以下を注52の末尾に追加。

『胡風全集』（湖北人民出版社、一九九九年）第七巻所収のテク
ストではこの部分、初出を復元している。

287	 4	 『魯迅選集』全十三巻別巻一　→『魯迅選集』全十二巻別巻一
308	 12	 中共中央　→　モスクワの中共中央
322	 1 ～ 2	 富田事変の外部要因→富田事変、AB 団粛清運動の外部要因
328	 9	 夏子安　→　夏済安
375	 －4	 『文学の革命』→『文学と革命』
394	 －7	 岩波版『魯迅選集』の

→　一九六四年版岩波版『魯迅選集』第九巻の
402	 11	 ほとんで　→　ほとんど
406	 7	 通りあろう　→　通りであろう
417	 3	 �『魯迅手稿全集文稿』（一九八六年）

→『魯迅手稿全集文稿』（一九七八～一九八六年）
418	 －4	 秋吉久起夫　→　秋吉久紀夫
429	 11	 『魯迅選集』全十三巻（岩波書店、一九五六年）

→�『魯迅選集』全十三巻（岩波書店、一九六四年改訂版。
一九五六年版は全十二巻別巻一）

430	 10	 陳独秀「我対魯迅之認識」→　陳独秀「我対於魯迅之認識」
435	 10～11	 （『魯迅研究動向』一九九八年第八期）

→（『魯迅研究動態』一九八九年第八期）
451	 右段上から19行目　楊詮　→　楊銓
452	 左段下から16行目　張友生　→　陳友生
464	 左段 1 行目　　　　叢書　→　叢刊
466	 左段下から 3 行目　25－27年　→　25－29年
467	 右段17行目　　　　夏子安　→　夏済安
469	 左段郁達夫の項　　1896-1944　→　1896-1945

第一高等学校、東大経済学部卒。→　第一高等学校特設預科を
経て、第八高等学校、東京帝大経済学部卒。


